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埼経協ニュース３３４号

本
会
と
連
合
埼
玉
を
母
体
と
す
る
埼
玉

県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
は
七
月
九
日

�
、「『
十
三
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
』
が
伝

え
る
仕
事
と
は
人
生
と
は
」
と
題
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
さ
い
た
ま
市
内
の
埼
玉
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
、
就
職
に
悩
み
を
抱
え
た

子
ど
も
の
保
護
者
、
親
子
ら
約
一
、
一
五

〇
名
が
参
加
し
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
価
値
観
が
多
様
化
す

る
中
で
、
生
き
方
・
働
き
方
を
模
索
し
て

い
る
若
者
、
特
に
、「
な
ん
と
な
く
」「
と

り
あ
え
ず
」
の
フ
リ
ー
タ
ー
や
「
働
く
こ

と
に
踏
み
出
せ
な
い
」
い
わ
ゆ
る
ニ
ー
ト

が
就
職
活
動
を
す
る
際
に
、
最
も
身
近
な

支
援
者
で
あ
り
、
相
談
者
で
あ
る
保
護
者

が
、
子
ど
も
た
ち
に
�
ど
う
向
き
合
い
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
�
を
テ
ー
マ
に
、

子
ど
も
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め
必
要
な

保
護
者
や
社
会
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
と
し
て
活
躍
中
の
小
島
貴
子
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、「
十
三
歳
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
」
や
最
新
作
「
盾
（
シ
ー
ル
ド
）」

の
著
者
で
も
あ
る
作
家
の
村
上
龍
氏
、
上

田
清
司
埼
玉
県
知
事
の
三
名
が
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
。

村
上
氏
は
、
十
三
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
執
筆
し
た
動
機
や
き
っ
か
け
を
披
露
、

そ
の
上
で
、「
親
や
学
校
は
、
子
ど
も
の

将
来
が
ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
か
の
イ
メ
ー

ジ
が
明
確
で
は
な
い
。
子
ど
も
が
大
人
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
身
が
自
立
し
、

生
活
の
糧
を
得
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
子

ど
も
が
嫌
い
な
こ
と
で
は
な
く
、
ワ
ク
ワ

ク
し
、
興
味
の
わ
く
よ
う
な
こ
と
を
理
解

し
、
勧
め
る
ほ
う
が
い
い
」
と
持
論
を
展

開
。
上
田
知
事
は
、「
最
近
は
、
子
ど
も

に
対
す
る
家
族
や
地
域
社
会
の
シ
ー
ル
ド

が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
人
間
の
本

能
で
あ
る
サ
バ
イ
バ
ル
能
力
が
鈍
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
に
も
憂
慮
し
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
の
体
験
学
習
を
大
々
的
に
取
り

入
れ
る
よ
う
に
と
教
育
局
に
も
働
き
か
け

て
い
る
」と
語
っ
た
。村
上
氏
も
上
田
知
事

も
、
自
分
の
体
験
や
経
験
を
も
と
に
人
生

観
や
教
育
論
を
繰
り
広
げ
、
率
直
で
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
発
言
に
会
場
か
ら
は
時
折

笑
い
声
も
聞
か
れ
、
一
体
感
が
生
ま
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
後
参
加
者
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
四
〇
〇
名
以
上
が
回
答
。

「
大
変
よ
か
っ
た
」・「
よ
か
っ
た
」
の
感

想
が
約
八
割
あ
り
、
村
上
氏
の
ユ
ニ
ー
ク

な
本
音
ト
ー
ク
と
、
上
田
知
事
の
人
柄
が

伝
わ
る
発
言
に
賛
同
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
自
由
記
述
欄

に
は
テ
ー
マ
、
内
容
、
企
画
・
運
営
等
で

様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０６ 月号

日本経団連 埼玉

埼埼
玉玉
県県
地地
域域
労労
使使
就就
職職
支支
援援
機機
構構
セセ
ミミ
ナナ
ーー

『
１３
歳
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
』が

伝
え
る
仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
とととととととととととととととととととととと
はははははははははははははははははははははは

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
とととととととととととととととととととととと
はははははははははははははははははははははは

村
上
龍
氏
ら
が
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

村
上
龍
氏

８・９
満
席
の
会
場

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

左
か
ら
小
島
貴

子
氏
、
村
上
龍
氏
、
上
田
清
司
知
事

あ
い
さ
つ
す
る
村
上
文
埼
玉
労
働
局
長

― １ ―



青
年
経
営
者
部
会
の
七
月
例
会
が
七

月
十
八
日
�
午
後
、
明
治
安
田
生
命
さ

い
た
ま
新
都
心
ビ
ル
Ｌ
・
Ａ
タ
ワ
ー
に

お
い
て
三
十
余
名
が
参
加
し
、
講
演
会

と
懇
親
会
の
二
部
構
成
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

今
回
の
例
会
は
、
今
年
度
活
動
方
針

に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
他
団

体
等
と
の
交
流
を
行
い
、
新
鮮
な
情
報
、

人
脈
を
更
に
広
げ
お
互
い
に
活
用
す

る
」
と
の
趣
旨
に
従
い
、
中
込
、
平
沼

正
副
部
会
長
が
所
属
し
て
い
る
関
東
ニ

ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
・
埼
玉
地
区
メ

ン
バ
ー
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
が
参
加
し
た

合
同
例
会
と
な
っ
た
。

第
一
部
は
、
平
沼
大
二
郎
副
部
会
長

の
司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
た
。
始

め
に
開
会
挨
拶
に
立
っ
た
中
込
秀
明
部

会
長
は
、
新
体
制
で
の
十
八
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
今
ま
で

の
素
晴
ら
し
い
伝
統
と
実
績
を
継
承
し

つ
つ
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
進

化
発
展
し
て
参
り
た
い
と
決
意
を
語
り
、

い
ろ
い
ろ
と
至
ら
な
い
点
が
あ
ろ
う
か

と
思
う
が
、
微
力
な
が
ら
精
一
杯

努
力
し
て
参
り
た
い
と
述
べ
、
こ

れ
か
ら
も
積
極
的
な
参
画
を
お
願

い
し
た
い
と
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

講
演
は
「
埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
平

沼
会
長
が
語
る
人
生
ノ
ー
ト
」
と

題
し
、
埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
の

代
表
取
締
役
会
長
平
沼
康
彦
氏
が
行
っ

た
。司

会
者
か
ら
、
大
正
九
年
生
ま
れ
の

平
沼
会
長
は
、
青
年
時
代
に
戦
争
に
行

か
れ
、
米
国
の
Ｂ
２９
爆
撃
機
に
東
京
上

空
で
空
中
戦
を
挑
む
と
言
う
今
の
時
代

で
は
考
え
ら
れ
な
い
体
験
を
さ
れ
、
終

戦
後
、
材
木
販
売
〜
議
員
秘
書
〜
ビ
リ

ヤ
ー
ド
場
の
経

営
、
そ
の
後
、

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ

ト
を
立
上
げ
、

県
内
ト
ッ
プ
デ

ィ
ー
ラ
ー
に
ま

で
育
て
あ
げ
た

等
々
、
波
乱
万

丈
な
人
生
を
送

ら
れ
て
き
た
と

講
師
紹
介
が
あ
っ
た
。

平
沼
会
長
の
「
幼
年
期
か
ら
青
年
期

へ
」
の
講
演
で
は
、
体
が
弱
く
、
い
じ

め
に
も
あ
っ
た
事
や
、
我
慢
を
覚
え
た

事
。「
出
征
そ
し
て
終
戦
」
で
は
、
Ｂ

２９
を
撃
墜
し
た
話
や
、
辛
か
っ
た
部
下

の
戦
死
。「
戦
後
の
混
乱
期
」
で
は
、

家
長
優
先
の
考
え
方
に
、
次
男
で
あ
っ

た
た
め
山
で
泣
い
た
夜
も
あ
っ
た
事
や
、

埼
玉
銀
行
頭
取
秘
書
を
兼
務
し
た
事
な

ど
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
埼
玉
ト
ヨ

ペ
ッ
ト
創
業
」
で
は
、
営
業
所
の
建
設

は
地
元
の
業
者
に
依
頼
し
、
地
元
を
大

切
に
し
た
事
。
ま
た
、
埼
豊
商
事
（
現

サ
イ
ホ
ー
）
を
設
立
し
た
事
。
さ
ら
に
、

創
業
以
来
、座
右
の
銘
と
し
て
い
る「
今

を
大
切
に
」
生
き
、「
明
る
く
楽
し
く

元
気
に
」
暮
ら
す
こ
と
。
常
に
頭
と
心

を
軽
く
し
て
必
要
以
上
に
物
事
を
深
刻

に
考
え
な
い
、
今
を
大
切
に
し
て
素
直

に
生
き
る
。
つ
ま
り
、
執
着
を
な
く
し
、

自
然
体
を
保
つ
こ
と
が
人
生
を
楽
し
く

生
き
る
コ
ツ
だ
と
講
演
を
結
ば
れ
た
。

最
後
に
増
田
政
之
副
部
会
長
よ
り
謝

辞
が
あ
り
、
第
一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
会
場
を
１
Ｆ

の
「
と
ん
ち
ゃ
く
」
に
移
し
、
島
村

健
幹
事
の
司
会
・
進
行
で
行
わ
れ
、
中

込
部
会
長
の
挨
拶
、
牛
窪
啓
詞
特
別
会

員
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
。
参
加
者
は
ご

講
演
を
頂
い
た
平
沼
会
長
、
親
会
か
ら

三
国
常
務
理
事
、
関
東
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
協
議
会
の
埼
玉
地
区
メ
ン
バ
ー
等
々

大
勢
に
な
り
、「
焼
酎
と
六
白
黒
豚
」

の
酒
と
料
理
を
十
二
分
に
味
わ
い
、
し

ば
ら
く
和
気
藹
々
と
懇
親
が
続
き
、
他

団
体
と
の
交
流
、
情
報
交
換
、
人
脈
の

拡
大
に
も
大
い
に
寄
与
し
た
。

ま
た
、
今
期
新
会
員
と
な
っ
た
昭
和

工
業
�
の
石
井
成
人
社
長
、
岩
堀
建
設

工
業
�
の
岩
堀
和
久
社
長
、
武
蔵
野
瓦

斯
�
の
田
島

裕
社
長
の
紹
介
、
さ
ら

に
、
九
月
二
十
六
日
の
狭
山
モ
ー
タ
ー

ス
ク
ー
ル
で
の
九
月
例
会
、
十
一
月
九

日
の
千
葉
で
の
十
一
月
例
会
、
同
月
九

日
・
十
日
の
千
葉
県
で
の
全
国
大
会
、

ま
た
、
十
日
の
青
年
部
会
ゴ
ル
フ
会
な

ど
の
告
知
が
行
わ
れ
、
増
田
副
部
会
長

の
閉
会
挨
拶
で
約
五
時
間
に
及
ん
だ
七

月
例
会
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

他
団
体
と
合
同
例
会
開
く

青
年
経
営

者

部

会

新
鮮
な
情
報
、人
脈
拡
大
ね
ら
う

三
十
余
名
が
参
加
し
た
講
演
会

講演する埼玉トヨペット平沼康彦会長

懇
談
会
で
乾
杯
す
る
牛
窪
啓
詞
特
別
会
員

挨
拶
す
る
中
込
秀
明
会
長

― ２ ―
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頁

開
催
目
的

・
専
門
高
校
生
等
の
も
つ
能
力
を
さ
ら
に
伸
ば
す

・
多
く
の
方
々
に
、
産
業
教
育
を
理
解
し
て
い

た
だ
く

・
新
た
な
産
業
教
育
の
在
り
方
を
探
る

�

●
�
産
業
教
育
�
活
性
化
と
振
興

基
本
理
念

二
十
一
世
紀
の
産
業
・
経
済
界
を
担
う
「
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
の
育
成
と
、
産
業
教
育
の
一

層
の
充
実
・
発
展
を
期
し
て
、
高
等
学
校
に
お

け
る
産
業
教
育
を
幅
広
く
紹
介
す
る
た
め
、「
さ

ん
フ
ェ
ア
埼
玉
二
〇
〇
六
」
を
開
催
し
、
若
さ

と
活
気
に
溢
れ
る
埼
玉
県
か
ら
、
新
し
い
時
代

を
築
く
産
業
教
育
を
発
信
す
る
。

三
つ
の
基
本
方
針

●
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ー
ナ
ー

を
育
成
す
る

●
も
の
づ
く
り
や
人
づ
く
り
の
す
ば
ら
し
さ
を

伝
え
る

●
教
育
界
・
産
業
界
等
の
連
携
を
強
化
す
る

主
な
イ
ベ
ン
ト

●
作
品
展
示

専
門
高
校
等
作
品
展
示
、
融
合

作
品
展
示
、
企
業
・
大
学
等
展
示

な
ど

●
発
表
会

生
徒
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、

作
品
・
研
究
発
表
、
意
見
・
体
験
発
表

な
ど

●
販

売

学
校
生
産
物
展
示
即
売
、
学
校

開
発
商
品
展
示
販
売

な
ど

●
討
論
会
等

高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
関
連
イ
ベ
ン
ト

●
競
技
会
等

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
コ

ン
テ
ス
ト
、
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技

大
会
、
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
全
国
大
会
、

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
、

全
国
高
校
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
、

生
徒
商
業
研
究
発
表
大
会
、
英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
、
全
国
高
校
生
ク
ッ
キ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト

な
ど

●
同
時
開
催

彩
の
国
総
合
技
能
展
、
養
護
学

校
等
職
業
フ
ェ
ア
、
発
明
創
意
く
ふ
う
展
、

中
学
生
ロ
ボ
ッ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
大

会
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
技
術
作
品
コ
ン

テ
ス
ト
展

な
ど

埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
担
当
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介
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〜
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３
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第
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回
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１３

�
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載
３１
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会
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企
業
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ト
な

話
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中
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南
・
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・
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〜
１５

�
連
載
３７
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会

い
の
広
場

１６

�
連
載
第
１７
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ

よ
う
こ
そ

１７

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
３１
回
、
埼
玉

プ
ラ
ン
大
綱
、
埼
玉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金

１８

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど

１９
〜
２０

�
事
業
だ
よ
り
、
１０
月
は
労
働
保
険
適
用

月
間
で
す
、
連
載
１５３
回
企
業
存
続
の
岐

路
は
こ
こ
に

２１

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音
協

２２

全全
国国
産産
業業
教教
育育
フフ
ェェ
アア
埼埼
玉玉
大大
会会

一一
一一
月月
一一
〇〇
日日
〜〜
一一
二二
日日
まま
でで

ささ
いい
たた
まま
スス
ーー
パパ
ーー
アア
リリ
ーー
ナナ
でで
開開
催催

― ３ ―
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こ
の
人
は
、
尋
常
一
様
の
人
物
で
は
な
い
。
会
社

と
い
う
人
間
集
団
の
ト
ッ
プ
に
昇
り
つ
め
る
の
は
何

千
分
の
一
、
何
万
分
の
一
の
確
率
で
、
企
業
を
興
す

の
に
成
功
し
、
創
業
者
の
勲
章
を
胸
に
さ
げ
得
る
人

は
る

と
も
な
れ
ば
、
さ
ら
に
遥
か
に
厳
し
い
賭
け
か
も
し

ひ
ら
め

れ
な
い
。「
経
営
は
知
恵
と
閃
き
と
、
そ
し
て
最
後

に
度
胸
だ
」
は
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
の
言
葉
で

あ
る
が
、
裸
一
貫
で
業
界
ト
ッ
プ
の
座
を
確
立
し
た

長
尾
さ
ん
の
生
き
ざ
ま
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ

う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

船
火
事

昭
和
十
五
年
四
月
十
九
日
、
北
海
道
苫

小
牧
市
で
北
洋
船
船
主
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
十

一
人
き
ょ
う
だ
い
の
三
番
目
。
戦
時
中
、
父
は
「
漁

労
班
」
と
し
て
船
と
船
頭
、
機
関
士
を
軍
に
提
供
、

今
の
北
方
領
土
周
辺
で
の
漁
に
協
力
し
て
い
た
。
俗

に
戦
後
の
パ
ニ
ッ
ク
と
言
わ
れ
た
時
代
の
二
十
一
年
、

大
型
漁
船
（
五
九
�
）
を
建
造
。
苫
小
牧
で
新
造
船

を
お
披
露
目
の
後
、
釧
路
港
か
ら
漁
師
ら
十
数
人
が

乗
り
組
み
、
勇
躍
三
ヶ
月
の
漁
の
壮
途
に
つ
い
た
が
、

同
日
夕
、
釧
路
沖
に
於
い
て
突
然
機
関
室
か
ら
出
火
、

一
回
も
漁
を
せ
ず
に
全
焼
す
る
と
い
う
悲
運
に
見
舞

わ
れ
る
。
こ
の
人
が
小
学
校
に
入
る
前
年
の
出
来
事

で
あ
っ
た
。

出
火
原
因
は
不
明
。
幸
い
乗
組
員
は
無
事
だ
っ
た

が
、
父
は
火
災
保
険
な
ど
の
代
理
店
を
し
て
い
な
が

ら
、
新
造
船
に
保
険
を
掛
け
て
な
い
。
こ
の
た
め
乗

組
員
の
給
料
三
ヶ
月
分
の
支
払
い
に
加
え
て
、
漁
船

建
造
で
銀
行
か
ら
莫
大
な
借
金
を
抱
え
、
二
十
五
年
、

つ
い
に
家
業
は
破
綻
す
る
。

破
天
荒

一
家
の
富
裕
な
暮
ら
し
は
、
一
朝
に
し

て
貧
乏
の
ど
ん
底
へ
。
し
か
し
、
長
尾
さ
ん
に
は
、

た
く
ま

結
果
的
に
そ
の
こ
と
が
運
命
の
扉
を
開
く
、
逞
し

く
も
果
敢
な
挑
戦
へ
の
き
っ
か
け
と
な
る
。

破
天
荒
な
挑
戦
は
中
学
に
進
学
、
東
京
・
築
地
に

奉
公
し
た
時
か
ら
始
ま
り
、
札
幌
、
旭
川
の
八
百
屋
、

魚
屋
を
転
々
、
三
十
年
三
月
、
苫
小
牧
弥
生
中
学
校

を
卒
業
す
る
。
こ
の
間
、
学
校
に
通
っ
た
の

は
卒
業
に
最
低
限
必
要
な
年
間
八
十
日
、
三

年
間
で
計
二
百
四
十
日
と
い
う
が
、「
成
績

は
七
ク
ラ
ス
の
中
で
常
に
ト
ッ
プ
。
特
に
英

語
は
抜
群
で
、
ほ
か
に
知
能
検
査
の
結
果
に

も
驚
か
さ
れ
た
」（
中
学
の
英
語
担
任
、
藤

原
康
里
氏
の
手
紙
）
と
か
。

中
学
を
卒
業
し
た
後
、
次
々
会
社
な
ど
設

立
し
た
の
は
、
成
功
し
た
か
ら
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
八
百
屋
の
次
に
開
い
た
魚
屋
で

も
失
敗
す
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
た
じ
ろ

ぐ
男
で
は
な
か
っ
た
。

借
金
を
背
負
い
、
三
十
三
年
に
十
七
歳
で
再
起
を

図
っ
て
就
職
し
た
の
が
札
幌
の
山
本
商
店
。
後
に
結

婚
す
る
圀
子
さ
ん
の
実
家
で
あ
り
、
給
料
は
相
場
の

二
倍
近
い
一
万
五
千
円
と
い
う
が
、
と
に
か
く
働
き

ぶ
り
が
凄
ま
じ
い
。

す
な
わ
即
ち
、
昼
は
店
の
仕
事
に
熱
中
。
夜
は
一
晩
千

円
で
店
の
オ
ー
ト
三
輪
を
借
り
、
札
幌
で
青
田
買
い

し
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
小
樽
の
漬
物
屋
に
納
め
る
。
こ
こ

で
余
市
の
ぶ
ど
う
を
仕
入
れ
て
室
蘭
に
運
び
、
下
ろ

し
た
荷
台
に
紅
玉
り
ん
ご
を
満
載
、
一
晩
中
走
り
回

っ
て
朝
七
時
に
札
幌
に
戻
る
と
い
っ
た
具
合
だ
。
こ

の
よ
う
な
過
酷
な
生
活
が
約
四
年
間
続
き
、
借
金
は

完
済
、
四
百
万
円
の
貯
蓄
が
で
き
た
。

続
挑
戦

三
十
七
年
、
二
十
二
歳
の
時
に
再
度
、とう

札
幌
中
央
卸
売
市
場
の
仲
買
業
で
独
立
、
�
札
幌
東

じ
る
し
印
青
果
を
設
立
し
代
表
取
締
役
専
務
に
就
任
す
る

が
、
人
を
過
信
し
た
こ
と
と
自
身
の
自
惚
れ
が
災
い

し
て
二
年
で
失
敗
。
二
十
四
歳
で
ま
た
し
て
も
一
千

四
百
万
円
の
借
金
を
抱
え
込
み
、
ハ
イ
ヤ
ー
の
運
転

手
と
か
、
朝
日
航
空
�
を
創
設
し
て
セ
ス
ナ
機
に
よ

る
広
告
事
業
な
ど
を
手
掛
け
た
。

�
と
ん
で
ん
の
設
立
は
四
十
四
年
十
一
月
。
ス
タ

ー
ト
は
和
菓
子
の
製
造
販
売
だ
っ
た
が
、
創
業
期
に

売
り
出
し
た
一
個
十
円
の
『
月
寒
ま
ん
じ
ゅ
う
』
が

大
当
た
り
。
こ
れ
が
大
勢
の
客
か
ら
支
持
さ
れ
、
長

尾
さ
ん
の
生
き
が
い
と
な
り
、
や
り
が
い
と
も
な
っ

て
、
そ
の
熱
い
想
い
は
や
が
て
四
十
八
年
の
�
と
ん

で
ん
鮨
の
オ
ー
プ
ン
に
繋
が
る
。

安
く
て
、
う
ま
い
鮨
を
腹
い
っ
ぱ
い
に
―
。
こ
う

し
た
創
業
の
思
い
が
た
く
さ
ん
の
客
、
と
り
わ
け
三

世
代
揃
っ
て
の
家
族
に
喜
ば
れ
た
。

そ
し
て
五
十
三
年
、
長
尾
さ
ん
の
発
想
は
さ
ら
に

日
本
初
の
鮨
を
メ
イ
ン
に
、
そ
ば
、
て
ん
ぷ
ら
、
茶

わ
ん
む
し
、
生
い
わ
し
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
中
心

と
し
た
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
発
展
、
そ
の
多
店
舗
展

開
に
挑
戦
し
て
見
事
に
成
功
す
る
。
去
る
六
月
の
株

主
総
会
で
、
長
尾
さ
ん
は
社
長
の
座
を
長
男
の
治
人

さ
ん
に
譲
り
、
現
在
は
会
長
の
立
場
で
経
営
の
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
る
。

身
障
者
用
ト
イ
レ

「
人
間
は
病
気
を
し
た
り
、

仕
事
に
失
敗
す
る
こ
と
が
、
最
大
の
財
産
だ
」
と
、

長
尾
さ
ん
は
い
う
。
ご
自
身
、
四
十
七
年
暮
に
三
十

二
歳
で
脳
梗
塞
を
患
い
、
五
十
七
年
不
整
脈
、
さ
ら

に
翌
五
十
八
年
二
月
に
は
再
度
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
心

臓
に
は
今
も
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
…
。
自
分
が
病
気

を
し
て
み
て
、
初
め
て
「
弱
者
に
配
慮
し
た
店
舗
」

へ
の
見
直
し
に
気
づ
き
、
平
成
二
年
か
ら
二
階
建
て

店
舗
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
付
け
た
り
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
等
の
整
備
を
推
進
。
こ
の
結

果
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
で
は
北
海
道
、
関
東
の
全
店

舗
一
一
三
カ
所
中
、
す
で
に
六
九
カ
所
に
設
置
を
終

え
て
い
る
と
い
う
。

経
営
哲
学

「
安
心
と
安
全
」。�
大
衆
の
中
に
よ

り
深
く
�
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
▽
良
い
食
材
で
良
品
商

品
の
提
供
▽
一
店
一
店
が
地
域
の
憩
い
の
場
に
▽
安

心
と
安
全
を
売
る
と
ん
で
ん
ー
を
心
掛
け
、
心
か
ら

の
お
も
て
な
し
を
し
て
い
る
、
そ
う
だ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド

「
私
は
九
五
％
、
運
に
恵
ま
れ
た
。

和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
浦
和
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
し

た
時
も
そ
う
だ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
、
と
ん
で
ん
鮨

恵
庭
工
場
建
設
の
件
で
挨
拶
に
行
っ
た
取
引
銀
行
頭

取
が
、
関
東
進
出
構
想
に
つ
い
て
支
援
を
即
決
、
支

店
の
あ
る
浦
和
に
候
補
地
ま
で
推
薦
、
恵
庭
工
場
と

浦
和
店
の
建
設
資
金
計
十
億
円
を
す
ん
な
り
融
資
し

て
く
れ
た
。
時
に
三
十
九
歳
だ
っ
た
が
、
人
間
の
運

に
は
や
っ
て
よ
か
っ
た
、
や
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
こ

と
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
る
」。

さ
い
た
ま
市
在
住
。
平
成
八
年
に
入
籍
（
圀
子
さ

ん
は
病
死
）
し
た
淑
子
夫
人
と
二
人
暮
ら
し
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
。

（
葛
）

株
式
会
社
と
ん
で
ん

会

長

長

尾

治
氏

― ４ ―
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経
営
理
念

と
ん
で
ん
の
経
営
理
念
は
、「
大
衆

の
中
に
よ
り
深
く
豊
か
で
楽
し
い
生
活

の
提
供
」
で
す
。

北
海
道
札
幌
市
で
昭
和
４４
年
に
会
社

を
設
立
、
和
菓
子
の
製
造
販
売
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
創
業
時
よ
り
販
売
し
た

�
１０
円
ま
ん
じ
ゅ
う
�
が
大
変
好
評
で
、

小
売
店
に
配
送
に
い
く
と
、
小
さ
な
子

供
た
ち
が
こ
の
１０
円
ま
ん
じ
ゅ
う
を
、

手
に
１０
円
玉
を
握
り
締
め
て
待
っ
て
い

て
く
れ
ま
し
た
。

安
心
と
安
全
に
徹
す
る
創
業
精
神
を

基
に
、
お
菓
子
の
製
造
販
売
を
通
し
て

多
く
の
お
客
様
の
支
持
を
得
ら
れ
た
こ

と
か
ら
「
大
衆
の
中
に
よ
り
深
く
」
と

い
う
経
営
理
念
を
最
初
に
定
め
ま
し
た
。

お
菓
子
の
製
造
販
売
を
拡
大
し
て
い

き
な
が
ら
、
４
年
後
の
昭
和
４８
年
に
札

幌
市
に
�
と
ん
で
ん
鮨
�
１
号
店
を
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
大
衆

が
い
つ
で
も
手
頃
な
価
格
で
食
べ
ら
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
お
鮨
を
�
う

ま
く
て
安
く
て
腹
い
っ
ぱ
い
�
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
、
あ
る
種

�
食
の
革
命
�
を
起
こ
そ
う
と
い
う
熱

い
思
い
を
持
っ
て
の
１
号
店
オ
ー
プ
ン

で
し
た
。

開
店
し
た
と
ん
で
ん
鮨
は
予
想
を
超

え
て
の
大
変
な
人
気
で
、連
日
連
夜
、満

員
大
盛
況
が
続
き
、お
会
計
の
お
客
様

か
ら「
お
い
し
か
っ
た
よ
。安
い
ね
」と

い
う
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
お
孫
さ
ん
の
三
世
代
ご
家
族
に
楽

し
く
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
経
営
理
念
に
「
豊
か

で
楽
し
い
生
活
の
提
供
」
を
加
え
、
現

在
の
経
営
理
念
「
大
衆
の
中
に
よ
り
深

く
豊
か
で
楽
し
い
生
活
の
提
供
」
と
し

ま
し
た
。

和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
と
ん
で
ん

つ
き
さ
む
温
泉
へ
と
進
化
へ

札
幌
市
内
に
�
と
ん
で
ん
鮨
�
を
７

店
舗
出
店
し
た
と
こ
ろ
で
、
職
人
が
立

前
で
お
客
様
に
お
鮨
を
握
っ
て
提
供
す

る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
壁
に
突

き
当
た
り
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
職
人
で
な
く
て
も
お
鮨

を
握
れ
て
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
提

供
す
る
方
法
が
な
い
か
、
と
考
え
た
の

が
、
立
前
の
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
し
た
。

昭
和
５３
年
、
現
在
の
和
食
レ
ス
ト
ラ

ン
と
ん
で
ん
の
１
号
店
オ
ー
プ
ン
は
、

札
幌
で
は
な
く
、
埼
玉
の
浦
和
で
し
た
。

札
幌
の
頭
の
固
い
鮨
職
人
が
こ
の
考
え

を
理
解
し
て
く
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
浦
和
店
も
文
字
ど
お
り
大
好
評

で
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
手
頃
な
価
格

で
お
鮨
・
そ
ば
・
天
ぷ
ら
・
茶
碗
蒸
し

の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
ラ
ン
チ
の
ピ

ー
ク
、
デ
ィ
ナ
ー
の
ピ
ー
ク
は
ご
利
用

の
お
客
様
が
多
く
、
お
店
の
前
の
産
業

道
路
が
�
と
ん
で
ん
渋
滞
�
と
ま
で
言

わ
れ
ま
し
た
。

翌
年
、
昭
和
５４
年
に
は
札
幌
に
２
店

舗
同
時
オ
ー
プ
ン
し
、
鮨
店
以
上
に
経

営
理
念
の
「
大
衆
の
中
に
よ
り
深
く
豊

か
で
楽
し
い
生
活
の
提
供
」
が
実
践
さ

れ
、
現
在
の
店
舗
数
は
、
関
東
で
９５
店

舗
、
札
幌
市
内
を
は
じ
め
北
海
道
内
１８

店
舗
、
計
１１３
店
舗
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
か
ら
全
店
の
看
板
を
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
と
ん
で
ん
か
ら

「
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
と
ん
で
ん
」
に
変

え
、
日
本
の
伝
統
料
理
の
和
食
を
提
供

す
る
お
店
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
ま

し
た
。

四
季
節
の
旬
の
味
に
こ
だ
わ
り
、
平

成
７
年
か
ら
鮮
度
の
良
い
、
し
か
も
ヘ

ル
シ
ー
な
�
生
い
わ
し
�
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
に
挑
戦
し
、
１０
年
を
過
ぎ
た
今
で

も
�
生
い
わ
し
�
メ
ニ
ュ
ー
の
固
定
フ

ァ
ン
が
ご
来
店
さ
れ
ま
す
。
徐
々
に
鮮

魚
メ
ニ
ュ
ー
の
幅
を
増
や
し
て
い
き
、

生
ほ
っ
き
貝
、
生
つ
ぶ
貝
、
生
さ
ん
ま
、

最
近
で
は
生
あ
じ
メ
ニ
ュ
ー
が
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
伝
統
料
理
の
お
せ
ち

料
理
も
関
東
で
は
平
成
元
年
か
ら
販
売

を
開
始
。
水
の
お
い
し
い
私
共
の
北
海

道
・
恵
庭
工
場
で
製
造
さ
れ
、
冷
凍
で

も
、
真
空
パ
ッ
ク
で
も
な
く
御
重
を
広

げ
る
と
す
ぐ
に
召
し
上
が
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
年
々
売
上
を
伸
ば
し
、
三
の

重
、
１
セ
ッ
ト
二
万
一
千
円
（
税
込
）

の
お
せ
ち
料
理
を
１
種
類
だ
け
で
、
そ

の
販
売
実
績
は
１１
億
円
を
超
え
て
お
り

ま
す
。
一
部
の
離
島
を
除
く
全
国
に
お

届
け
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
、
北
は
北
海
道
か
ら
、
南
は
沖
縄
ま

で
宅
急
便
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

平
成
１６
年
に
は
、
札
幌
ド
ー
ム
の
近

く
に
三
世
代
家
族
が
ゆ
っ
く
り
楽
し
め

る
日
帰
り
温
泉
施
設
「
つ
き
さ
む
温

泉
」
を
開
業
。
２
種
類
の
掛
け
流
し
源

泉
風
呂
を
は
じ
め
、
総
檜
風
呂
、
人
気

の
岩
盤
浴
、
サ
ウ
ナ
な
ど
で
身
も
心
も

癒
し
て
い
た
だ
い
た
あ
と
は
、
レ
ス
ト

ラ
ン
と
ん
で
ん
、
ご
宴
会
場
で
お
食
事

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

経
営
理
念
の
「
大
衆
の
中
に
よ
り
深

く
豊
か
で
楽
し
い
生
活
の
提
供
」
は
和

食
レ
ス
ト
ラ
ン
と
ん
で
ん
、
つ
き
さ
む

温
泉
で
の
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
の
中

で
さ
ら
に
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

会員企業紹介

豊豊
かか
でで
楽楽
しし
いい
生生
活活
をを
支支
援援

とんでん

旬
の
味
に
こ
だ
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
の
幅
ふ
や
す

と
ん
で
ん

― ５ ―
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埼玉県最低賃金は、１０月１日以降６８７円となります。
最低賃金額は、賃金や物価等の動向により毎年改正されてきましたが、平成１８年度は平成１７年度と比較しますと５円引
き上げとなります。

時間額 ６８７円 引上額 ５円 引上率 ０．７３％

《注意していただくこと》

１．適用する地域
埼玉県の区域

２．適用する使用者
前号の地域内で事業を営む使用者

３．適用する労働者
前号の使用者に使用される労働者

４．この最低賃金において賃金に算入しないもの
精皆勤手当、通勤手当及び家族手当

５．非鉄金属製造業、電気機械器具・情報通信機器機具・電子部品・デバイス製造業、輸送用機械器具製造業、光学機械
器具・レンズ・時計・同部品製造業、各種商品小売業、及び自動車小売業については、別途産業別最低賃金が適用さ
れます。（年内に改正される予定です。）

詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話０４８‐６００‐６２０５）または最寄の労働基準監督署へお問合わせください。

埼埼埼玉玉玉県県県ののの最最最低低低賃賃賃金金金ののの改改改正正正
１０月以降、時間額６８７円

１８

６８７円

５円
０．７３％

１７

６８２円

３円
０．４４％

１６

６７９円

１円
０．１５％

１５

６７８円

０円
０％

１４

６７８円

１円
０．１５％

年 度

最低賃金
時間額

引 上 額
引 上 率

引上額

時間額

４

５

４

２

４

２

２

４

３

３

３

３

３

３

２

最低賃金額

時間額

６４８

６５４

６４６

６１７

６２９

６１６

６１５

６５２

６１１

６１１

６１２

６１３

６１１

６１１

６１０

都道府県名

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿 児 島

沖 縄

引上額

時間額

３

４

４

５

４

５

６

４

５

４

４

４

４

３

２

２

最低賃金額

時間額

６５２

６４９

６５５

６５５

６７５

６８２

６９４

６７５

６６２

６８６

７１２

６８３

６５６

６５２

６１４

６１４

都道府県名

石 川

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

島 根

引上額

時間額

３

２

２

５

２

３

４

４

５

５

５

５

５

５

３

４

最低賃金額

時間額

６４４

６１０

６１０

６２８

６１０

６１３

６１８

６５５

６５７

６５４

６８７

６８７

７１９

７１７

６４８

６５２

都道府県名

北 海 道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

新 潟

富 山

平成１８年度地域別最低賃金額（時間額）の状況

過去５年間の最低賃金額の状況
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平
成
一
八
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金

は
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
改
正
審
議

が
終
了
し
た
。

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
七
月
二

六
日
に
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
か
ら
提

示
さ
れ
た
平
成
一
八
年
度
地
域
別
最
低

賃
金
改
定
の
目
安
に
関
す
る
公
益
委
員

見
解
を
参
考
と
し
つ
つ
、
関
係
労
使
の

意
見
、
産
業
の
動
向
や
賃
金
実
態
調
査

等
を
考
慮
し
て
改
正
審
議
が
慎
重
に
進

め
ら
れ
た
。

平平
成成
一一
八八
年年
度度

地地
域域
別別
最最
低低
賃賃
金金

額額
改改
定定
のの
目目
安安
にに
つつ
いい
てて

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
「
今
年
度
地
域
別
最
低
賃

金
額
改
定
の
目
安
に
つ
い
て
」
諮
問
を

受
け
、
目
安
に
関
す
る
小
委
員
会
を
設

置
し
て
審
議
を
行
な
っ
て
き
た
。
使
用

者
側
委
員
は
、
地
域
や
業
種
、
企
業
規

模
等
間
で
景
況
感
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る

こ
と
や
、
目
安
審
議
の
参
考
資
料
で
あ

る
賃
金
改
定
状
況
調
査
の
賃
金
上
昇
率

で
Ａ
ラ
ン
ク
・
Ｂ
ラ
ン
ク
が
〇
・
六
％

に
対
し
、
Ｃ
ラ
ン
ク
は
〇
・
四
％
、
Ｄ

ラ
ン
ク
は
〇
・
〇
％
と
厳
し
い
現
状
を

反
映
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
更
に
は
賃
金
改
定
状
況
調
査
の
第

一
表
に
お
い
て
賃
金
改
定
を
実
施
し
な

い
事
業
所
の
割
合
が
五
年
連
続
し
て
五

〇
％
を
超
え
て
い
る
こ
と
も
強
調
し
、

今
年
度
の
目
安
は
Ｄ
ラ
ン
ク
の
賃
金
上

昇
率
で
あ
る
「
ゼ
ロ
」
を
考
慮
す
べ
き

で
あ
り
、
有
額
の
目
安
を
示
す
こ
と
は

適
当
で
な
い
と
最
後
ま
で
強
く
主
張
し

た
。七

月
二
六
日
の
答
申
の
内
容
は
、
労

使
の
意
見
の
一
致
を
み
る
に
至
ら
ず
、

「
基
本
的
に
は
各
ラ
ン
ク
〇
・
五
％
の

引
き
上
げ
率
と
す
る
考
え
方
を
踏
ま
え

つ
つ
、
ラ
ン
ク
ご
と
の
経
済
実
態
に
大

き
な
相
違
が
あ
る
と
い
っ
た
特
殊
事
情

も
踏
ま
え
て
総
合
的
に
勘
案
し
、
Ａ
ラ

ン
ク
・
Ｂ
ラ
ン
ク
は
四
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク

は
３
円
、
Ｄ
ラ
ン
ク
は
２
円
が
示
さ
れ

た
。

平平
成成
一一
八八
年年
度度

埼埼
玉玉
県県
（（
地地
域域
別別
））

最最
低低
賃賃
金金
はは
時時
間間
額額
六六
八八
七七
円円

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
か
ら
提
示
さ

れ
た
目
安
に
関
す
る
公
益
委
員
見
解
を

参
考
に
し
つ
つ
、
当
地
審
議
会
に
お
い

て
も
改
正
審
議
が
慎
重
に
行
な
わ
れ
た
。

労
使
双
方
が
見
解
を
主
張
し
つ
つ
相
互

に
歩
み
寄
っ
た
結
果
、
最
終
的
に
は
時

間
額
を
五
円
引
き
上
げ
、
六
八
七
円
と

す
る
こ
と
が
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

な
お
全
会
一
致
で
の
決
定
は
当
審
議
会

で
は
八
年
振
り
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
全
国
各
地
の
決
定
状
況
は
、

目
安
通
り
一
八
県
、
目
安
に
対
し
、「
一

円
増
額
」
が
二
六
県
、「
二
円
増
額
」

が
三
県
。
全
会
一
致
は
一
九
県
、
使
用

者
側
反
対
は
七
県
、
労
働
側
反
対
は
一

四
県
、
そ
の
他
七
県
と
な
っ
て
い
る
。

改
正
後
の
最
低
賃
金
額
の
効
力
は
、

埼
玉
県
に
お
い
て
は
一
〇
月
一
日
と
な

る
予
定
。
な
お
、
埼
玉
県
産
業
別
最
低

賃
金
の
改
定
に
つ
い
て
は
、「
非
鉄
金

属
製
造
業
、
電
機
機
械
器
具
製
造
業
・

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
・
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業
、
輸
送
用
機
械

器
具
製
造
業
、
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン

ズ
・
時
計
・
同
部
分
品
製
造
業
、
各
種

商
品
小
売
業
、
自
動
車
小
売
業
」
以
上

六
業
種
に
つ
い
て
審
議
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせん等の費用
はかかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

全全
都都
道道
府府
県県
がが

改改
正正
審審
議議
終終
了了

公
益
委
見
解
や
産
業
動
向
を
考
慮

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所
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景
気
回
復
に
と
も
な
い
社

会
の
不
安
定
要
因
に
し
て
懸

念
材
料
だ
っ
た
雇
用
状
況
が

こ
こ
に
き
て
大
幅
に
改
善
し

た
。世

の
中
の
雰
囲
気
も
こ
れ

に
つ
れ
一
変
し
随
分
と
明
る

く
な
っ
た
。
ご
く
最
近
ま
で
漂
っ
て
い
た
重

苦
し
い
空
気
は
、
一
体
何
処
に
行
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
と
見
紛
う
ば
か
り
の
明
る
さ
だ
。

空
気
ば
か
り
で
は
な
い
、
街
を
行
き
交
う
人

も
同
様
で
ど
こ
か
能
動
的
で
姿
勢
が
い
い
。

し
ば
ら
く
前
ま
で
俯
き
加
減
で
歩
い
て
い
た

同
じ
人
と
は
到
底
思
え
な
い
。
久
々
の
明
る

さ
だ
か
ら
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
に
な
る
の
も
自
然

の
成
り
行
き
と
思
う
反
面
、
余
り
に
も
早
い

変
容
に
は
正
直
戸
惑
い
さ
え
感
じ
る
。

《
光
と
陰
》

街
の
明
る
さ
と
は
裏
腹
に
私
の
脳
裏
に
す

か
さ
ず
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
若
者
の
姿
。

確
か
に
こ
こ
数
ヶ
月
、
若
者
の
雇
用
に
改
善

が
見
え
、
来
春
卒
業
す
る
新
卒
者
の
就
職
内

定
に
好
転
の
兆
し
が
あ
る
の
は
喜
ば
し
い
が
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
八
十
万
人
と
い
わ
れ
る
ニ

ー
ト
や
、
こ
れ
ま
た
数
百
万
が
存
在
す
る
と

さ
れ
る
フ
リ
ー
タ
ー
問
題
が
払
拭
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
。

若
者
と
て
私
同
様
経
年
毎
に
加
齢
す
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
厄
介
な
こ
と
に
歳
を
と
る
ご

と
に
雇
用
条
件
は
厳
し
い
も
の
に
な
り
、
若

者
の
前
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
立
ち
は

い
っ
と
き

だ
か
る
。
だ
か
ら
若
者
対
策
は
一
時
の
猶

予
も
な
い
は
ず
だ
が
、
こ
こ
に
き
て
国
中
が

何
故
か
静
か
で
騒
が
な
い
。
つ
い
少
し
前
の

今
年
始
め
頃
は
ニ
ー
ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
活

字
を
見
な
い
日
が
な
い
ほ
ど
紙
面
を
賑
わ
し

て
い
た
が
最
近
で
は
す
っ
か
り
影
を
潜
め
て

し
ま
っ
た
。

ど
う
し
て
と
私
が
原
因
探
し
を
し
て
い
る

と
『
日
本
人
は
所
詮
、
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ

を
忘
れ
る
性
格
の
持
ち
主
で
、
熱
し
易
く
、

冷
め
易
い
の
さ
』
と
し
た
り
顔
で
解
説
し
て

く
れ
る
親
切
な
御
仁
が
い
る
が
、
私
に
は
若

者
問
題
を
到
底
こ
う
し
た
こ
と
わ
ざ
で
片
付

け
る
気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
。

《
団
塊
世
代
の
ア
キ
レ
ス
腱
》

と
こ
ろ
で
、
年
齢
的
に
対
極
に
あ
る
団
塊

世
代
の
人
達
の
状
況
は
ど
う
だ
ろ
う
。
若
者

同
様
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
て

若
者
以
上
か
も
し
れ
な
い
。
団
塊
世
代
は
今

日
ま
で
現
役
世
代
と
し
て
世
の
中
を
支
え
て

き
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
年
金
、
今
日
年

金
受
給
者
が
生
活
で
き
る
の
も
団
塊
世
代
を

中
心
と
し
た
後
輩
現
役
人
の
お
か
げ
。
と
こ

ろ
が
明
年
か
ら
団
塊
世
代
は
定
年
を
迎
え
順

次
受
給
側
に
廻
る
こ
と
に
な
る
。
支
え
る
側

か
ら
、
支
え
て
も
ら
う
側
、
つ
ま
り
受
給
側

に
廻
っ
た
と
た
ん
彼
等
は
現
役
世
代
の
手
薄

さ
に
直
面
し
て
し
ま
う
。
今
直
ぐ
は
と
も
か

く
将
来
不
安
が
つ
き
ま
と
う
。
そ
し
て
更
に

人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
少
子
化
が
不
安
を

つ
の
ら
せ
る
。
特
に
出
生
率
の
低
下
は
最
大

の
懸
念
材
料
。

こ
ん
な
中
ち
ょ
っ
ぴ
り
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
皇
室
の
男
児
誕
生
と
、

最
近
の
出
生
率
の
改
善
。
し
か
し
、
改
善
が

一
過
性
の
も
の
か
、
恒
常
的
か
現
時
点
で
は

は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
、
ぬ
か
喜
び
に
な
ら

な
い
よ
う
た
だ
た
だ
祈
る
ば
か
り
。
何
れ
に

し
て
も
将
来
人
口
の
減
少
は
何
と
し
て
も
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
よ
う
に
現
在
は
若
者
に
し
て
も
、

ま
た
団
塊
世
代
に
と
っ
て
も
懸
念
材
料
が
山

積
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
ち
ら
の
対

策
も
早
急
に
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
だ

が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
若
者
対
策
こ

そ
焦
眉
の
課
題
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

何
故
と
問
わ
れ
れ
ば
、
若
者
対
策
は
イ
コ

ー
ル
団
塊
対
策
だ
か
ら
と
躊
躇
な
く
返
答
し

た
い
。
年
齢
こ
そ
大
分
離
れ
る
が
両
者
の
問

題
は
極
め
て
近
い
距
離
に
あ
る
。
今
団
塊
世

代
は
五
十
五
歳
か
ら
五
十
九
歳
、
そ
の
彼
等

の
子
ど
も
の
多
く
は
二
十
代
後
半
か
ら
三
十

代
。
現
在
社
会
問
題
化
し
て
い
る
ニ
ー
ト
、

フ
リ
ー
タ
ー
の
多
く
が
こ
の
年
代
。
と
な
れ

ば
悩
め
る
若
者
の
親
の
大
半
が
団
塊
人
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
関

係
が
遠
い
な
ど
と
は
言
え
な
い
は
ず
だ
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
分
離
で
き
る
よ
う
な
間
柄
で
な

い
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
の
で
は
。

仮
に
団
塊
人
に
ニ
ー
ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
子

ど
も
が
い
た
と
す
れ
ば
団
塊
人
の
定
年
後
の

生
活
設
計
に
影
響
が
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
く
、
団
塊
人
を
苦
悩
の
呪
縛
か
ら
解
放

す
る
意
味
で
も
若
者
対
策
の
遅
滞
、
弛
緩
は

許
さ
れ
な
い
。

《
若
者
問
題
は
団
塊
人
の
負
の
遺
産
》

と
こ
ろ
で
昭
和
二
十
二
年
か
ら
二
十
五
年

の
間
に
生
ま
れ
た
人
達
を
な
ぜ
団
塊
の
世
代

と
特
別
視
し
て
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
期

間
に
生
ま
れ
た
人
は
七
百
万
人
と
も
言
わ
れ

か
た
ま
り

る
か
ら
確
か
に
多
い
塊
だ
。
し
か
し
、
数

の
多
さ
だ
け
で
そ
う
呼
ば
れ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
。
で
は
ど
う
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
私
な
り
の
考
え
だ
が
、
日
本
を
現
在
米
国

に
次
ぐ
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
に
大
発
展

さ
せ
た
原
動
力
で
あ
り
、
立
役
者
が
こ
の

か
た
ま
り

塊

の
人
達
だ
か
ら
、
他
の
年
代
と
区
別
し

て
そ
う
呼
ば
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
と
に
か

か
た
ま
り

く
こ
の
塊
の
人
達
は
凄
い
。
こ
の
人
達
を

語
る
に
は
「
集
団
就
職
」「
高
度
成
長
」「
終

身
雇
用
」「
モ
ー
レ
ツ
社
員
」「
マ
イ
ホ
ー
ム
」

と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

言
葉
は
団
塊
人
の
足
跡
を
示
し
た
も
の
だ
が
、

同
時
に
戦
後
の
日
本
が
辿
っ
た
道
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、

キ
ー
ワ
ー
ド
に
あ
る
彼
等
の
「
仕
事
一
筋
」

の
気
概
が
あ
れ
ば
こ
そ
繁
栄
す
る
今
日
の
日

本
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
こ
の
猛
烈
さ

故
に
彼
等
に
問
題
が
無
か
っ
た
と
は
言
え
な

い
。
そ
の
代
表
例
が
彼
等
の
子
育
て
。
彼
等

は
戦
中
派
の
親
か
ら
受
け
た
厳
し
い
子
育
て

と
は
対
照
的
に
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
に
対
し
て
は

放
任
と
も
い
え
る
子
育
て
を
選
択
し
た
。
し

か
し
、
団
塊
人
は
こ
う
し
た
子
育
て
を
理
想

的
と
捉
え
る
ふ
し
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
現

在
の
若
者
問
題
の
責
任
の
一
端
が
自
分
に
あ

る
な
ど
と
は
微
塵
も
考
え
て
い
な
い
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
若
者
問
題
の
原
因
は
戦
後
政
治
や
、

教
育
に
あ
る
と
さ
え
思
っ
て
い
る
。
勿
論
こ

う
し
た
考
え
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

彼
等
が
そ
の
両
親
か
ら
受
け
た
モ
ー
レ
ツ
な

教
育
を
忌
避
し
て
、
何
も
し
な
い
こ
と
、
つ

ま
り
放
任
が
良
い
こ
と
だ
と
し
て
日
々
の
接

触
的
な
子
育
て
を
怠
っ
た
。
少
な
く
と
も
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
は
団
塊
人
の
生
き
方
、
働
き
方

な
ど
モ
ー
レ
ツ
な
親
の
後
姿
を
見
る
こ
と
な

く
育
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
に
な
っ

て
考
え
れ
ば
、
こ
こ
に
落
し
穴
が
あ
っ
た
。

団
塊
人
は
こ
う
し
た
放
任
的
な
子
育
て
が
理

想
的
と
思
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
真
の
放
任

主
義
は
物
事
が
起
き
た
時
、
子
供
自
身
に
物

事
の
意
義
を
考
え
さ
せ
、
行
動
さ
せ
る
こ
と

で
あ
っ
て
、
何
も
し
な
い
こ
と
を
も
っ
て
放

任
主
義
的
子
育
て
と
は
い
わ
な
い
こ
と
に
団

塊
人
の
多
く
が
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
彼
等
が
採
っ
た
子
育
て
は
単
な
る

放
任
と
し
か
言
い
様
が
な
い
。
こ
う
し
た
放

任
的
子
育
て
が
人
と
の
会
話
が
不
得
手
で
、

挨
拶
の
で
き
な
い
、
働
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら

な
い
子
ど
も
、
つ
ま
り
ニ
ー
ト
を
生
み
出
し

た
一
因
と
私
は
考
え
て
い
る
。

《
不
作
為
の
後
悔
よ
り
も
行
動
を
》

私
の
指
摘
に
頷
ず
く
団
塊
人
が
お
ら
れ
る

な
ら
ば
、
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
く
悩
め
る

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
自

分
の
辿
っ
て
き
た
赤
裸
々
な
生
き
方
を
伝
え

て
ほ
し
い
。
何
も
し
な
い
不
作
為
で
後
悔
す

る
よ
り
も
不
器
用
で
も
い
い
か
ら
真
正
面
か

ら
身
体
を
張
っ
た
接
触
は
必
ず
や
子
ど
も
の

心
を
開
き
、
親
と
子
の
絆
を
強
め
る
こ
と
は

必
定
で
、
今
団
塊
人
に
出
来
る
最
も
有
効
な

若
者
対
策
だ
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。

世
の
中
に
は
、
対
策
の
順
位
付
け
の
た
め

ど
ち
ら
の
対
策
が
先
か
な
ど
と
議
論
す
る
向

き
も
あ
る
が
私
に
言
わ
せ
れ
ば
愚
か
な
論
争

で
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
考
え
な
い
親
な
ど
い

る
は
ず
も
な
く
若
者
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

が
イ
コ
ー
ル
団
塊
対
策
に
通
ず
る
と
い
い
た

い
。本

会
は
こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
こ
こ
十
年

若
者
対
策
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
事
業
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
七
年
問
題
に
象
徴

さ
れ
る
中
高
年
齢
者
対
策
に
も
県
や
国
、
そ

し
て
連
合
埼
玉
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
き
た
。

つ
ま
り
両
対
策
は
分
離
す
る
こ
と
な
く
、
一

体
的
に
取
り
組
ん
で
初
め
て
効
果
が
あ
る
と

確
信
し
て
止
ま
な
い
。

絆
（
き
ず
な
）

専
務
理
事

野
上

武
利
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精
神
障
害
の
あ
る
社
員
等
の
取
扱
い

を
め
ぐ
っ
て
最
近
問
題
が
生
じ
て
い
る

「
私
傷
病
に
よ
る
休
職
制
度
」
に
関
し
、

そ
の
適
用
と
復
職
、あ
る
い
は
休
職
期
間

満
了
時
の
治
癒
の
判
断
、
そ
の
他
の
取

扱
い
、と
い
っ
た
休
職
を
め
ぐ
る
問
題
と

企
業
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
て

い
る
。今
回
は
、そ
の
第
三
回
目
で
あ
る
。

四

就
業
規
則
上
傷
病
休
職

の
定
め
が
あ
る
の
に
休
職

手
続
を
経
な
い
で
解
雇
し

た
場
合
有
効
か

傷
病
休
職
制
度
は
、
前
回
述
べ
た
と

お
り
、
私
傷
病
に
よ
っ
て
業
務
に
耐
え

な
い
こ
と
を
理
由
（
法
的
に
は
契
約
し

た
労
働
力
の
提
供
が
私
傷
病
に
よ
っ
て

で
き
な
い
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
債
務

不
履
行
状
態
の
発
生
に
よ
る
雇
用
契
約

の
解
約
）
と
す
る
解
雇
に
関
し
、
本
来

は
右
の
理
由
で
解
雇
な
い
し
退
職
と
す

べ
き
と
こ
ろ
を
、
こ
の
解
雇
な
い
し
自

動
退
職
を
一
定
期
間
猶
予
し
て
そ
の
回

復
状
況
を
見
守
る
と
い
う
の
が
私
傷
病

休
職
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
は
労
働
者
保

護
の
た
め
に
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
解

さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
傷
病
休
職
制

度
を
設
け
て
い
る
企
業
（
傷
病
休
職
制

度
を
設
け
る
か
ど
う
か
は
企
業
の
自
由

で
あ
り
、
設
け
た
場
合
に
は
、
労
基
法

第
一
五
条
、
同
施
行
規
則
第
五
条
第
一

項
第
一
一
号
に
よ
り
労
働
条
件
の
明
示

事
項
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
退
職
に

関
す
る
事
項
と
し
て
同
法
第
八
九
条
第

三
号
に
よ
り
就
業
規
則
の
必
要
的
記
載

事
項
と
な
っ
て
い
る
。）
で
は
、
従
業

員
の
解
雇
退
職
と
い
う
従
業
員
と
し
て

の
労
働
契
約
上
の
地
位
を
失
う
重
大
な

事
項
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
一
定

期
間
猶
予
す
る
と
い
う
休
職
制
度
は
労

働
者
保
護
上
の
重
要
な
労
働
条
件
と
な

る
。こ
の
た
め
、こ
の
よ
う
な
休
職
制
度

を
就
業
規
則
で
設
け
た
場
合
に
は
、
労

基
法
第
一
五
条
で
労
働
条
件
明
示
義
務

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
信
義
則

上
も
原
則
と
し
て
こ
の
手
続
を
経
な
け

れ
ば
解
雇
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
え
る
。

こ
の
た
め
、
就
業
規
則
に
お
い
て
傷

病
休
職
制
度
を
採
用
し
て
い
る
以
上
は
、

就
業
規
則
の
休
職
事
由
が
生
じ
た
場
合
、

従
業
員
は
直
ち
に
解
雇
さ
れ
ず
に
休
職

処
分
を
受
け
所
定
の
期
間
の
解
雇
が
猶

予
さ
れ
、
そ
の
間
に
傷
病
の
回
復
を
待

つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
益
を
有
す

る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用

者
と
し
て
は
、
ま
ず
、
私
傷
病
に
よ
る

欠
勤
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
該

当
従
業
員
に
つ
い
て
は
「
長
期
欠
勤
」

を
承
認
し
、
そ
れ
に
引
き
続
き
「
傷
病

休
職
処
分
」
に
し
て
傷
病
の
回
復
状
況

を
待
つ
と
い
う
の
が
信
義
則
上
の
取
扱

い
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
休
職
期
間
を
経
な
い
で
、

直
ち
に
解
雇
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
は

解
雇
権
の
濫
用
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
た

め
、
休
職
処
分
が
あ
た
か
も
解
雇
の
前

段
階
の
手
続
と
し
て
解
雇
と
不
可
分
に

連
携
し
て
い
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
る
（
同
旨
、
事
故
欠
勤
休
職
に
つ
い

て
昭
四
八
・
六
・
九
横
浜
地
裁
川
崎
支

部
決
定
、
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
事
件
、
労
経

速
八
二
六
号
二
二
頁
）
こ
と
に
な
り
、

病
気
休
職
制
度
が
あ
る
場
合
に
は
、
使

用
者
は
そ
れ
を
適
用
す
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
を
せ
ず
に
行
っ
た
解
雇
は
許
さ
れ

な
い
（
昭
三
一
・
九
・
一
四
東
京
地
裁

判
決
、
読
売
新
聞
事
件
、
労
民
七
巻
五

号
八
五
一
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て

も
傷
病
休
職
制
度
が
あ
る
場
合
に
は
こ

れ
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い

う
と
、
は
じ
め
か
ら
傷
病
休
職
期
間
を

経
て
も
到
底
回
復
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
な
い
よ
う
な
状
態
の
場
合
に
は
、
休

職
制
度
の
趣
旨
か
ら
休
職
期
間
を
経
な

く
て
も
解
雇
が
無
効
と
な
る
こ
と
は
な

い
と
い
え
る
。

判
例
で
も
、
運
送
会
社
の
運
転
手
が

脳
梗
塞
を
発
症
し
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
た
と
え

回
復
し
て
も
運
転
手
を
さ
せ
る
こ
と
は

安
全
上
問
題
が
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、

六
ヵ
月
の
欠
勤
期
間
及
び
三
ヵ
月
の
休

職
期
間
を
お
か
な
い
で
、
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
と
し
て
の
業
務
に
就
く
こ
と
が
不

可
能
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
と
し
て
、
就
業
規
則
の
「
身
体
の

障
害
に
よ
り
業
務
に
堪
え
得
な
い
と
認

め
た
と
き
」
と
の
普
通
解
雇
事
由
に
該

当
す
る
と
し
て
解
雇
し
た
事
案
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

「
業
務
外
の
傷
病
に
よ
る
長
期
欠
勤

が
一
定
期
間
に
及
ん
だ
と
き
、
使
用
者

が
そ
の
従
業
員
に
対
し
、
労
働
契
約
期

間
そ
の
も
の
は
維
持
さ
せ
な
が
ら
、
労

務
の
従
事
を
免
除
す
る
休
職
制
度
で
あ

る
と
こ
ろ
、
こ
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ

は
、
労
使
双
方
に
解
雇
の
猶
予
を
可
能

と
す
る
こ
と
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
か
か
る
休
職
制
度
が
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
休
職
を
命

じ
る
ま
で
の
欠
勤
期
間
中
に
解
雇
さ
れ

な
い
利
益
を
従
業
員
に
保
障
し
た
も
の

と
は
い
え
ず
、
使
用
者
に
は
休
職
ま
で

の
欠
勤
期
間
中
解
雇
す
る
か
否
か
、
休

職
に
付
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
裁
量
が
あ
り
、
こ
の
裁
量
を
逸
脱
し

た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
解
雇
権
濫

用
と
し
て
解
雇
が
無
効
と
な
る
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。

本
件
で
は
、
前
記
の
と
お
り
、
原
告

は
平
成
一
三
年
一
月
三
一
日
ま
で
就
労

不
能
と
診
断
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
休
職

ま
で
の
期
間
六
ヵ
月
及
び
休
職
三
ヵ
月

を
経
過
し
た
と
し
て
も
就
労
は
不
能
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
が
原
告

を
解
雇
す
る
に
際
し
、
就
業
規
則
八
条

に
定
め
る
休
職
ま
で
の
欠
勤
期
間
を
待

た
ず
、
か
つ
、
休
職
を
命
じ
な
か
っ
た

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
八
十
二
回
―

傷
病
休
職
制
度
と
復
職
を

め
ぐ
る
問
題
（
そ
の
３
）

弁
護
士

安

西
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（休職）

第○○条 従業員が次の各号に一つ

に該当した場合は、休職と

する。

一．業務外の疾病による欠勤が三ヵ

月以上にわたる場合。（以下略）

� 前項第一号の疾病休職について

は、休職期間を適用しても、その

期間中に正常勤務に回復すること

が困難と見込まれる場合、その他

やむを得ない理由があるときは休

職を命じないで第○○条（普通解

雇）、第○○条（懲戒解雇）の規

程により、解雇することができる。

か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
解
雇
が
労
使
間

の
信
義
則
に
違
反
し
、
社
会
通
念
上
、

客
観
的
に
合
理
性
を
欠
く
も
の
と
し
て

解
雇
権
の
濫
用
に
な
る
と
は
い
え
な
い
。

本
件
解
雇
は
、
普
通
解
雇
と
し
て
は
、

客
観
的
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
り
、
社

会
通
念
上
相
当
な
も
の
と
し
て
是
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
解
雇
権
を
濫

用
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。」（
平
一

四
・
四
・
二
四
東
京
地
裁
判
決
、
岡
田

運
送
事
件
、
労
判
八
二
八
号
二
二
頁
）

と
判
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
様
に
、
原
告
を
休
職
と
す

べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
を
せ
ず
解

雇
し
た
こ
と
は
当
該
解
雇
は
無
効
で
あ

る
と
し
て
争
わ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、

裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。「
証

拠
に
よ
れ
ば
（
医
師
の
診
断
に
よ
れ
ば
、

原
告
は
、
本
人
が
や
る
気
を
持
て
ば
、

通
常
の
判
断
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
記
憶
が
短
時
間
し
か

保
持
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

よ
う
な
通
常
の
判
断
に
基
づ
き
、
そ
の

後
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
秩
序
立
っ
た
判

断
を
し
た
り
、
行
動
を
取
っ
た
り
で
き

ず
、
原
告
自
身
の
取
っ
た
行
為
の
法
的

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
常

況
に
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
退
職
時
に
、
原

告
は
、
事
理
を
弁
識
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
常
況
、
す
な
わ
ち
意
思
無
能
力
の

状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
）

と
の
認
定
の
と
お
り
、
本
件
疾
病
以
後

の
原
告
の
病
状
、
日
常
生
活
の
状
況
が

認
め
ら
れ
、
原
告
は
、
客
観
的
に
は
、

本
件
退
職
時
に
意
思
無
能
力
で
あ
っ
た
。

被
告
の
就
業
規
定
は
、
退
職
の
要
件

と
し
て
、『
精
神
又
は
身
体
に
著
し
い

障
害
が
あ
る
た
め
公
庫
の
業
務
に
堪
え

ら
れ
な
い
場
合
』
と
規
定
し
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
（
三
一
条
）、
本
件
で
検

討
す
べ
き
原
告
の
本
件
退
職
当
時
の
就

労
能
力
と
は
、
単
純
な
作
業
や
軽
作
業

に
従
事
で
き
る
と
い
っ
た
水
準
で
は
な

く
、
被
告
の
行
う
農
林
水
産
漁
業
及
び

関
連
産
業
対
し
て
融
資
等
の
業
務
に
か

か
わ
る
事
務
に
従
事
で
き
る
と
い
う
水

準
を
基
準
と
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
原
告
が
本
件
退
職
当
時
、

意
思
無
能
力
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

被
告
の
業
務
を
遂
行
す
る
能
力
が
な
か

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」

「
被
告
の
就
業
規
則
二
四
条
は
、『
休

職
を
命
ず
る
』
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
、

原
告
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
被
告
に
は

休
業
を
命
ず
る
か
否
か
の
裁
量
は
な
い

よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
他
方
で
就
業
規
則
は
、【
第

三
一
条

職
員
が
次
の
各
号
の
一
に
該

当
す
る
場
合
は
、
解
雇
す
る
こ
と
が
あ

る
。
一

精
神
又
は
身
体
に
著
し
い
障

害
が
あ
る
た
め
公
庫
の
業
務
に
堪
え
ら

れ
な
い
場
合
（
二
号
以
下
略
）】の
と
お

り
、
解
雇
の
要
件
を
定
め
て
お
り
、
就

労
能
力
の
な
い
従
業
員
を
原
告
が
雇
用

し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
存

在
す
る
と
は
解
し
が
た
い
。

し
た
が
っ
て
、前
記
の
と
お
り
、客
観

的
に
就
労
能
力
の
な
い
と
認
め
ら
れ
る

原
告
に
つ
い
て
、客
観
的
な
原
告
の
病
状
、

就
労
能
力
と
も
一
致
す
る
資
料
に
基
づ

い
て
、
原
告
に
就
労
能
力
は
な
い
と
判

断
し
、
休
職
命
令
を
発
し
な
か
っ
た
こ

と
が
相
当
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。」（
平
一
八
年
・
二
・
六
東
京
地

裁
判
決
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
事
件
、

労
判
九
一
一
号
・
五
頁
）
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
裁
判

沙
汰
に
な
る
よ
う
な
労
使
間
の
ト
ラ
ブ

ル
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
就
業
規

則
に
次
の
よ
う
な
休
職
規
定
を
定
め
、

そ
の
適
用
上
使
用
者
の
裁
量
性
と
適
用

除
外
可
能
な
ケ
ー
ス
を
定
め
て
お
い
た

方
が
よ
い
と
い
え
る
。

五

ど
の
程
度
の
健
康
状
態

ま
で
回
復
す
れ
ば
復
職
可

能
か

―
復
職
義
務
の
発
生
は
―

一
般
に
は
、
傷
病
休
職
と
は
、
傷
病

に
よ
り
長
期
に
欠
勤
が
必
要
と
な
っ
て
、

従
業
員
を
職
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が

長
期
間
に
わ
た
り
不
能
又
は
困
難
で
あ

る
か
も
し
く
は
適
当
で
な
い
事
由
が
生

じ
た
時
に
、
そ
の
従
業
員
の
労
働
契
約

上
の
地
位
を
そ
の
ま
ま
に
し
、
職
務
に

従
事
さ
せ
る
こ
と
を
禁
ず
る
処
分
（
あ

わ
せ
て
解
雇
を
猶
予
し
、
回
復
状
況
を

待
つ
）
で
あ
る
か
ら
、
病
気
休
職
者
が

復
職
す
る
た
め
の
休
職
事
由
の
消
滅
と

し
て
は
、
原
則
と
し
て
従
前
の
職
務
を

通
常
の
程
度
に
行
え
る
健
康
状
態
に
復

し
た
と
き
を
い
う
も
の
と
い
う
べ
き
で

あ
る
（
同
旨
昭
六
〇
・
五
・
三
一
千
葉

地
裁
判
決
、
昭
和
電
工
事
件
、
労
判
四

六
一
号
六
五
頁
、
平
一
五
・
四
・
一
六

大
阪
地
裁
判
決
、
大
建
工
業
事
件
、
労

判
八
四
九
号
三
五
頁
、
平
一
六
・
三
・

二
六
東
京
地
裁
判
決
、
独
立
行
政
法
人

Ｎ
事
件
、
労
判
八
七
六
号
五
六
頁
）
と

さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
通
常
の
業
務
に
耐
え
得
る

程
度
の
状
況
に
回
復
し
て
い
な
け
れ
ば
、

原
則
と
し
て
使
用
者
に
は
復
職
さ
せ
る

義
務
は
生
じ
な
い
。
例
え
ば
、
判
決
で

も
「
異
常
な
言
動
を
す
る
社
員
を
本
人

ら
の
了
解
を
え
て
精
神
病
院
に
入
院
さ

せ
た
の
は
不
法
行
為
に
あ
た
ら
ず
、
ま

た
、
病
気
が
治
癒
し
な
い
の
に
本
人
が

退
院
し
た
た
め
休
職
処
分
に
付
さ
れ
、

休
職
期
間
満
了
時
に
お
い
て
原
告
に
復

職
を
命
ず
る
よ
う
な
状
況
に
な
か
っ
た

た
め
、
そ
の
期
間
満
了
と
と
も
に
な
さ

れ
た
解
雇
は
有
効
で
あ
る
。」（
昭
五
七
・

三
・
一
六
東
京
地
裁
判
決
、
マ
ー
ル
社

事
件
、
労
経
速
一
一
一
六
号
一
三
頁
）

と
か
、
同
様
に
「
精
神
分
裂
症
に
羅
患

し
た
大
学
助
教
授
に
対
し
、
就
業
規
則

の
規
定
に
よ
り
欠
勤
一
年
の
後
に
休
職

を
命
じ
、
そ
の
後
、
原
告
の
右
病
気
が

治
癒
せ
ず
、
休
職
事
由
が
消
滅
し
な
か
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っ
た
た
め
、
被
告
大
学
に
お
い
て
原
告

に
対
す
る
復
職
を
命
じ
な
い
ま
ま
休
職

期
間
満
了
と
と
も
に
退
職
扱
い
し
た
こ

と
は
瑕
疵
な
く
有
効
で
あ
る
。」（
昭
五

六
・
四
・
二
八
東
京
地
裁
判
決
、
日
本

大
学
事
件
、
労
判
三
六
三
号
一
一
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、「
労
働
者
が
職
種
や
業
務

内
容
を
特
定
せ
ず
に
労
働
契
約
を
締
結

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
現
に
就
業
を

命
じ
ら
れ
た
特
定
の
業
務
に
つ
い
て
労

務
の
提
供
が
十
全
に
は
で
き
な
い
と
し

て
も
、
そ
の
能
力
、
経
験
、
地
位
、
当

該
企
業
の
規
模
、
業
種
、
当
該
企
業
に

お
け
る
労
働
者
の
配
置
・
異
動
の
実
情

及
び
難
易
等
に
照
ら
し
て
当
該
労
働
者

が
配
置
さ
れ
る
現
実
的
可
能
性
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
外
の
業
務
に
つ
い
て
労

務
の
提
供
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

そ
の
提
供
を
申
し
出
て
い
る
な
ら
ば
、

な
お
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
の
提

供
が
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。」（
平
一
〇
・
四
・
九
最
高
裁
一
小

判
決
、
片
山
組
事
件
、
労
判
七
六
三
号

一
五
頁
）
と
の
最
高
裁
判
決
の
影
響
も

あ
っ
て
、
最
近
の
判
例
の
考
え
方
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
労
働
契
約
に
お
い
て
職

種
が
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
と
限
定
さ

れ
て
い
な
い
場
合
と
に
分
け
て
、
そ
の

判
断
基
準
と
な
る
健
康
状
態
の
回
復
程

度
に
つ
い
て
違
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
で

あ
り
、
職
種
が
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
従
前
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
回
復
の
程
度
は
比
較
的

高
く
求
め
ら
れ
、
判
例
で
も
「
事
務
職

や
単
純
労
務
で
あ
れ
ば
就
労
可
能
な
状

態
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
け
れ
ど
も
」「
大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
長
距
離
運
転
手
で
あ
っ
て
、
長
時
間

の
継
続
運
転
を
必
要
と
し
、
多
大
な
危

険
性
を
伴
う
仕
事
で
あ
る
」
場
合
に
は

「
作
業
中
に
広
範
な
注
意
義
務
を
要
求

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
情
勢
に
応
じ
、

四
肢
を
利
用
し
て
の
迅
速
か
つ
的
確
な

運
転
操
作
を
不
可
欠
と
す
る
前
記
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
長
距
離
運
転
手
と
し
て
の

原
職
務
に
つ
い
て
、
債
権
者
以
外
の
他

の
長
距
離
運
転
手
と
同
程
度
に
完
全
な

労
務
を
提
供
し
て
そ
の
職
務
を
行
う
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る

か
ら
、
結
局
、
債
権
者
は
、
休
職
期
間

満
了
時
点
に
お
い
て
原
職
務
に
就
労
可

能
な
状
態
に
未
だ
回
復
し
て
い
な
か
っ

た
も
の
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。」（
昭

六
二
・
一
二
・
九
静
岡
地
富
士
支
部
決

定
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
事
件
、

労
判
五
一
一
号
六
五
頁
）
と
さ
れ
、
職

種
に
限
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
の

回
復
の
程
度
に
つ
い
て
は
当
該
業
務
に

完
全
に
就
労
で
き
る
程
度
ま
で
に
回
復

が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
さ
れ
る
。

例
え
ば
、「
休
職
期
間
が
満
了
し
た

時
に
休
職
事
由
が
消
滅
し
て
い
る
と
き

又
は
休
職
期
間
中
に
休
職
事
由
が
消
滅

し
た
と
き
は
、
復
職
さ
せ
る
旨
定
め
、

就
業
規
則
で
は
、
当
該
休
職
期
間
が
満

了
し
た
と
き
に
は
職
員
を
解
雇
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
定
め
の
内
容
に
照
ら
す
と
、
就
業
規

則
の
休
職
命
令
は
、
解
雇
猶
予
の
た
め

に
設
け
ら
れ
た
制
度
と
解
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
該
休
職
命
令
を
受

け
た
者
の
復
職
が
認
め
ら
れ
る
に
は
、

休
職
の
原
因
と
な
っ
た
傷
病
が
治
癒
し

た
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
治
癒
が
あ
っ

た
と
い
え
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、

従
前
の
職
務
を
通
常
の
程
度
に
行
え
る

健
康
状
態
に
回
復
し
た
こ
と
を
要
す
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い

と
し
て
も
、
当
該
従
業
員
の
職
種
に
限

定
が
な
く
、
他
の
軽
易
な
職
務
で
あ
れ

ば
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
軽
易

な
職
務
へ
配
置
転
換
す
る
こ
と
が
現
実

的
に
可
能
で
あ
っ
た
り
、
当
初
は
軽
易

な
職
務
に
就
か
せ
れ
ば
、
程
な
く
従
前

の
職
務
を
通
常
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
予
測
で
き
る
と
い
っ
た
場
合
に
は
、

復
職
を
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

（
前
掲
、
独
立
行
政
法
人
Ｎ
事
件
、
同

旨

平
一
一
・
一
〇
・
四
大
阪
地
裁
判

決
、
東
海
旅
客
鉄
道
事
件
、
労
判
七
七

一
号
二
五
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

本
年
四
月
一
日
よ
り
改
正
安
衛
法
に
よ
り

長
時
間
の
時
間
外
・
休
日
労
働
を
し
た
労
働

者
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
過
労
死
防
止
の
た
め

医
師
の
面
接
指
導
を
受
け
さ
せ
る
制
度
が
事

業
者
の
義
務
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
産
業
医
の
所
管
事
項
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
産
業
医
の
任
務
は

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
産
業
医
は
安
衛
法
第
一
三
条
で
、

常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
す

べ
て
の
事
業
場
で
選
任
（
罰
則
つ
き
）
し
、

所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
中
小
企
業
の
場
合
に
は
、

産
業
医
は
専
属
の
者
で
な
く

て
外
部
の
病
院
等
の
医
師

（
産
業
医
の
要
件
を
備
え
た

医
師
）
を
選
任
し
て
も
よ
い
。

こ
れ
を
嘱
託
産
業
医
と
呼
ん

で
い
る
。

こ
の
嘱
託
産
業
医
に
つ
い

て
は
、
当
県
内
の
場
合
に
は

病
院
と
の
間
で
産
業
医
及
び
健
康
管
理
（
産

業
保
健
管
理
）
の
委
託
契
約
を
し
て
、
産
業

医
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
る
企
業
が
多
い

よ
う
で
あ
る
。
私
も
著
名
な
県
内
の
病
院
に

行
っ
た
と
き
、
待
合
室
に
産
業
医
契
約
を
し

て
い
る
企
業
名
の
表
示
が
ず
ら
り
と
並
ん
で

い
る
の
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
病
院
と
の
契
約
に
よ
る

場
合
「
産
業
医
と
な
る
能
力
を
有
す
る
者
を

抱
え
る
組
織
に
業
務
委
託
を
す
る
と
い
う
方

法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
行
法
上
は
、
こ
の

方
法
は
承
認
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
る
。
な

ぜ
な
ら
、
事
業
者
は
〔
産
業
医
〕
を
〔
選
任
〕

す
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
選
任
の
時
点
に
お

い
て
産
業
医
が
特
定
さ
れ
て
い
る
べ
き
も
の

と
解
す
る
ほ
か
は
な
い
。
例
え
ば
、
企
業
が

病
院
に
対
し
て
産
業
医
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

医
師
の
紹
介
を
求
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

単
な
る
紹
介
に
と
ど
ま
り
、
事
業
者
は
当
該

医
師
と
契
約
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
選
任
し

た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」（
保
原

喜
志
夫
編
著
「
産
業
医
制
度
の
研
究
」）と
し

て
、
こ
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
見
解
は
誤
り
で
あ
る
。「
選

任
」
と
は
「
一
般
に
、
あ
る
人
を
選
ん
で
、

あ
る
地
位
又
は
任
務
に
就
か
せ
る
こ
と
。」

を
い
い
、
こ
れ
は
安
衛
法
の
産
業
医
の
選
任

の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
、
選
任
に
関
す
る

契
約
関
係
は
問
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
病
院

と
の
間
で
病
院
勤
務
医
師
を
産
業
医
と
し
て

選
任
す
る
旨
の
契
約
を
企
業
が
締
結
し
、
病

院
側
よ
り
担
当
産
業
医
の
通
知
を
受
け
て
同

医
師
を
産
業
医
と
し
て
選
任
し
、
こ
れ
を
労

基
署
長
に
届
け
出
る
こ
と
で
何
ら
問
題
は
な

い
。
そ
し
て
、
選
任
さ
れ
た
産
業
医
が
毎
月

１
回
以
上
事
業
場
に
き
て
作
業
場
を
巡
視
し
、

当
該
事
業
場
の
健
康
診
断
や
健
康
管
理
業
務

を
行
う
こ
と
で
安
衛
法
上
の
義
務
は
尽
く
さ

れ
て
い
る
。
病
院
と
の
契
約
で
あ
り
、
産
業

医
個
人
と
の
契
約
で
は
な
い
の
で
、
法
的
責

任
が
と
ら
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
心
配

か
ら
前
記
見
解
の
よ
う
に
な
る
の
か
も
知
れ

な
い
が
、「
選
任
」
し
産
業
医
業
務
の
完
遂

を
な
す
責
任
は
選
任
し
た
事
業
者
に
あ
る
。

産
業
医
の
職
務
怠
慢
は
事
業
者
の
「
産
業
医

に
行
わ
せ
る
」
義
務
の
違
反
と
な
る
の
で
あ

る
か
ら
産
業
医
自
身
と
の
契
約
の
有
無
を
問

題
に
す
る
の
は
筋
違
い
な
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
前
記
著
書
に
お
い
て
も
「
し

か
し
、
現
行
法
を
離
れ
て
考
え
れ
ば
、
業
務

委
託
が
好
ま
し
く
な
い
と
は
い
え
な
い
。
ま

だ
、
十
分
な
調
査
が
で
き
て
は
い
な
い
が
、

現
実
に
は
、
事
実
上
業
務
委
託
に
類
似
す
る

運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
む
し
ろ
、
法
制
度
を
整
備
し
て
業
務

委
託
も
承
認
す
る
ほ
う
が
、
産
業
医
制
度
の

普
及
に
資
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
い

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

病
院
と
の
契
約
に
よ
る

嘱
託
産
業
医
の
問
題

弁
護
士
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西
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当
会
主
催
に
よ
る
第
三
十
四
回
埼
玉
県
実
業

団
剣
道
大
会
（
財
団
法
人
埼
玉
県
剣
道
連
盟
・

株
式
会
社
埼
玉
新
聞
社
後
援
、
埼
玉
県
剣
道
連

盟
北
本
支
部
主
管
）
が
七
月
二
日
�
、
北
本
市

の
解
脱
錬
心
舘
で
開
催
し
、
個
人
戦
三
部
門
お

よ
び
団
体
戦
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
当
会
会
員
企
業
の
体
育
文
化
活

動
を
支
援
す
る
行
事
と
し
て
昭
和
四
十
五
年
に

「
埼
玉
県
経
営
者
協
会
剣
道
大
会
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
三
十
四
回
目
を
迎
え
た
。

現
在
で
は
、「
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
」
と

し
て
定
着
し
、
関
係
者
も
含
め
、
毎
年
二
百
名

以
上
が
参
加
す
る
大
会
と
な
っ
た
。

大
会
は
、
大
会
委
員
長
の
本
会
野
上
専
務
理

事
が
開
会
宣
言
、

国
歌
斉
唱
、
優

勝
旗
・
優
勝
杯

返
還
後
、
大
会

会
長
で
も
あ
る

本
会
原
宏
会
長
、
埼
玉
県
剣
道
連
盟
水
野
仁
会

長
が
挨
拶
、
原
会
長
は
、「
日
本
経
済
は
景
気

の
好
転
を
伝
え
る
情
報
が
飛
び
交
っ
て
は
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
油
断
大
敵
、
地
に
足

の
つ
い
た
対
策
が
必
要
。
剣
道
に
お
い
て
も
地

に
足
を
つ
け
、
悔
い
の
な
い
試
合
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
参
加
選
手
を
激
励
し
た
。
そ
の

後
、
日
本
剣
道
形
の
演
武
に
引
き
続
き
試
合
が

開
始
さ
れ
た
。

個
人
戦
女
子
の
部
で
は
、
大
塚
家
具
同
士
の

決
勝
と
な
り
、
中
村
美
紀
（
大
塚
家
具
）
が
初

優
勝
、
三
段
以
下
の
部
で
も
社
会
人
一
年
生
の

安
藤
伸
秀
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）
が
初
タ
イ
ト
ル

に
輝
い
た
。
ま
た
、
五
十
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
四
段
以
上
の
部
で
は
、
並
居
る
強
豪
を
抑
え
、

高
村
賢
吾
（
栄
光
武
道
具
）
が
初
優
勝
し
、
個

人
戦
は
三
部
門
と
も
そ
れ
ぞ
れ
が
初
の
栄
冠
を

手
に
し
た
。

団
体
戦
で
は
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム
が
三

年
ぶ
り
の
団
体
優
勝
を
手
に
し
た
。
今
大
会
で

の
伊
田
テ
ク
ノ
ス
は
三
チ
ー
ム
全
て
が
ベ
ス
ト

四
に
進
出
し
、
決
勝
で
は
Ａ
チ
ー
ム
と
Ｂ
チ
ー

ム
の
対
戦
と
な
り
、
勝
敗
同
数
、
本
数
勝
ち
の

僅
差
で
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

団
体
戦
は
二
年
連
続
で
日
本
通
運
が
優
勝
を
飾

っ
た
が
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
は
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

し
、
全
部
員
が
切
磋
琢
磨
し
た
成
果
が
三
年
ぶ

り
の
優
勝
と
い
う
形
と
な
っ
て
結
ば
れ
た
。

表
彰
式
後
、
範
士
八
段
の
野
澤
治
雄
審
判
長

は
、「
毎
年
こ
の
大
会
の
レ
ベ
ル
は
向
上
し
て

お
り
、
さ
ら
な
る
鍛
錬
を
期
待
す
る
」
と
講
評

し
、
試
合
に
臨
ん
だ
選
手
達
の
真
剣
な
姿
か
ら

も
、
こ
の
大
会
に
出
場
し
て
い
る
選
手
が
国
体

や
全
国
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
の
も
頷
け
る
。

ま
た
、
会
場
で
は
参
加
企
業
の
応
援
の
方
や

選
手
の
ご
家
族
、
地
元
の
少
年
剣
士
ら
が
熱
心

に
声
援
を
送
っ
た
。
ま
た
、
企
業
の
外
国
人
研

修
生
も
毎
年
来
場
し
て
お
り
、
日
本
の
伝
統
的

武
道
「
剣
道
」
を
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
見
学
し

て
い
た
。

当
日
は
、
埼
玉
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
埼
玉
の
報

道
記
者
の
方
も
取
材
に
訪
れ
、
大
会
の
模
様
は

埼
玉
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ

埼
玉
の
「
埼
玉
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
」
の
中
で

も
放
映
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
毎
年
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
県
剣
道
連
盟
、

同
北
本
支
部
、
同
鴻
巣
支
部
、
解
脱
錬
心
舘
、

埼
玉
新
聞
社
、
そ
し
て
、
別
掲
の
広
告
掲
載
企

業
、
賛
助
企
業
に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
紙
面
を

借
り
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

試合の様子

原宏大会会長挨拶

水野仁埼玉県剣道連盟会長挨拶

第第
３３４４
回回
埼埼
玉玉
県県
実実
業業
団団
剣剣
道道
大大
会会
開開
催催

三
年
ぶ
り
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ⅴ

個
人
は
中
村
、安
藤
、高
村
が
各
初

第３４回埼玉県実業団剣道大会
広告掲載企業および賛助企業

広告掲載企業

伊田テクノス�
東和産業�
武州ガス�
�埼玉りそな銀行
東日本電信電話�埼玉支店
東京電力�埼玉支店
丸和工業�
栄光武道具
日産ディーゼル工業�
新田道場（新田建設�）

賛 助 企 業

三国コカ・コーラボトリング�
�埼玉県剣道連盟
�埼玉新聞社

第
３４
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
開
催
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監督含む

第３４回埼玉県実業団
剣道大会入賞者

《個人戦》
〈女子の部〉
決 勝 中村 メ ― 矢野
優 勝 中村美紀（大塚家具）
準優勝 矢野星奈（大塚家具）

〈三段以下の部〉
準決勝 安藤 反 ― 高須
準決勝 伊藤 メ ― 中村
決 勝 安藤 メ ― 伊藤
優 勝 安藤伸秀（伊田テクノス）
準優勝 伊藤 修（日本通運）
三 位 高須英隆（日本通運）
三 位 中村 卓（JR東日本）

〈四段以上の部〉
準決勝 高村 メコ― メ 大河原
準決勝 橋本 メ ― 桂木
決 勝 高村 メ ― 橋本
優 勝 高村賢吾（栄光武道具）
準優勝 桂木厚治（伊田テクノス）
三 位 大河原貢（伊田テクノス）
三 位 桂木厚治（伊田テクノス）

《団体戦》
準決勝
伊田テクノスＡ ２―０ 伊田テクノスＣ
準決勝
伊田テクノスＢ ２―０ 東京電力Ａ
決 勝
伊田テクノスＡ １―１ 伊田テクノスＢ
（本数勝ち）
先鋒 安藤 ココ― 内田（祐）
中堅 桂木（引き分け）大河原
大将 橋本 ― メ 内田（貢）
優 勝 伊田テクノスＡ
準優勝 伊田テクノスＢ
三 位 伊田テクノスＣ
三 位 東京電力Ａ

第３４回埼玉県実業団剣道大会参加状況（５０音順）
合計
参加人数

１５

７

８

１

９

１

１

５

１０

２

１０

２

１１

１

２０

５

３

４

９

３

１

１２９

団 体 戦

団体のみ

８

２

３

２

３

１

４

８

１

１

１

３５

チーム数

３

１

２

１

２

３

３

３

１

１

１

２

１

２５

個 人 戦

計

７

５

８

１

６

１

１

３

７

２

９

２

７

１

１２

４

３

３

８

３

１

９４

女子

２

８

１

１

１

１

１４

四段以上

６

３

１

３

１

１

２

１

８

７

７

１

２

３

２

１

１

５０

三段以下

１

２

１

６

２

１

２

５

３

１

５

１

３０

会 社 名

伊 田 テ ク ノ ス �
栄 光 武 道 具

� 大 塚 家 具

キ ヤ ノ ン 電 子 �
グロ－リ－工業�埼玉工場
埼玉ダイハツ販売�
宗教法人 解脱会

�ジャパンエナジー
大 正 製 薬 �
� D R D

東 京 電 力 �
� 中 村 産 業

日産ディ－ゼル工業�
新 田 建 設 �
日 本 通 運 �
日 本 電 波 工 業 �
日本ヒューレット・パッカード�
パ イ オ ニ ア �
東日本旅客鉄道�
�本田技術研究所
三井住友海上火災保険�
合 計

�

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

団体の部 優勝
伊田テクノスAチーム

三段以上の部 優勝
安藤伸秀（伊田テクノス）

選
手
宣
誓

四段以上の部 優勝
高村賢吾（栄光武道具）

女子の部
優 勝 中村美紀（大塚家具）
準優勝 矢野星奈（ 〃 ）

個
人
戦

四
段
以
上
の
部

決
勝
戦

演
武
・
日
本
剣
道
形

―１３―
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「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
！
。
血
筋
を
絶
や
し

た
く
な
い
、
生
も
う
と
思
っ
た

の
も
、
今
は
亡
き
両
親
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
か
ら
」
と
四
月
に

生
ま
れ
た
第
一
子
の
喜
び
を
語

る
日
本
電
鍍
工
業
の
伊
藤
麻
美

社
長
。
仕
事
が
あ
る
か
ら
生
ま

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

と
に
か
く
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
と
言
う
。
生
涯
初
め
て

の
経
験
で
あ
り
、
共
に
喜
び
を

分
か
ち
合
う
た
め
、
ご
主
人
に

も
立
ち
会
っ
て
も
ら
っ
た
。「
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
呼
吸
を
合
わ

せ
て
く
れ
た
り
し
て
く
れ
て
、

と
て
も
心
強
か
っ
た
」。

四
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
自

ら
探
し
求
め
た
保
育
園
へ
の
手

続
き
も
終
え
、
九
月
か
ら
は
フ

ル
タ
イ
ム
で
会
社
に
復
帰
す
る
。

ち
な
み
に
、
朝
は
ご
主
人
が
保

育
園
に
連
れ
て
行
き
、
迎
え
は

伊
藤
社
長
が
担
当
す
る
と
か
。

産
休
も
育
休
も
な
い
経
営
者
で

す
か
ら
と
微
笑
む
。
社
長
・
妻
・

母
親
の
一
人
三
役
だ
が
、
い
づ

れ
も
手
を
抜
く
気
持
ち
は
全
く

な
い
。
そ
こ
で
、
自
分
で
な
く

て
も
良
い
こ
と
に
知
恵
を
絞
っ

た
結
果
、
掃
除
は
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
に
し
た
。

創
業
者
の
実
父
が
九
十
一
年

に
急
逝
し
、
経
営
が
ぐ
ら
つ
い

た
こ
と
も
あ
り
海
外
か
ら
帰
国
、

社
長
に
就
任
し
六
年
が
経
過
し

た
。
真
っ
先
に
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し

営
業
面
を
拡
充
、
就
任
時
は
時

計
の
メ
ッ
キ
が
売
り
上
げ
の
約

八
割
だ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
経
由
し
た
発
注
が
大
き

く
増
加
、
今
で
は
八
割
が
時
計

以
外
。「
父
の
代
か
ら
メ
ッ
キ

液
と
配
合
技
術
に
は
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
充
実
し
た
こ
と
で
、
仕
上

が
り
、
色
合
い
が
評
判
を
呼
び
、

楽
器
一
つ
の
メ
ッ
キ
も
含
め
、

も
の
づ
く
り
の
最
終
工
程
で
あ

る
表
面
処
理
に
つ
い
て
、
少
量

多
品
種
に
も
対
応
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
」。従業

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
、
女
性
な
ら
で
は
の

気
配
り
が
あ
り
、
従
業
員
の
誕

生
日
に
は
伊
藤
社
長
が
ワ
イ
ン

を
贈
る
。
会
社
の
再
建
も
軌
道

に
乗
り
、
昨
年
新
入
社
員
を
採

用
し
た
が
、「
一
緒
に
成
長
し

て
い
け
る
人
材
は
こ
れ
か
ら
も

採
用
し
て
い
き
た
い
」
と
言
う
。

独
身
時
代
は
ラ
ジ
オ
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
海
外
で
宝
石
鑑

定
の
勉
強
を
す
る
な
ど
、
華
や

か
な
経
歴
だ
が
、
考
え
方
は
極

め
て
日
本
的
美
意
識
の
持
ち
主
。

お
子
さ
ん
の
命
名
に
際
し
て
も
、

父
親
の
大
き
さ
を
み
て
育
っ
て

欲
し
い
と
思
い
、
ご
主
人
（
英

喜
さ
ん
）
の
一
文
字
を
つ
け
る

こ
と
を
強
く
希
望
し「
英
寿（
エ

ー
ス
）」ち
ゃ
ん
と
名
づ
け
た
。

「
一
人
で
は
可
愛
想
だ
し
、
出

来
れ
ば
三
人
く
ら
い
欲
し
い
。

こ
れ
も
少
子
化
時
代
へ
の
社
会

貢
献
」。
最
後
に
、「
再
来
年
は

五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
私

は
百
周
年
を
必
ず
こ
の
目
で
見

届
け
る
」
と
話
す
笑
顔
と
力
強

い
意
志
が
魅
力
的
だ
っ
た
。

株
式
会
社
拓
洋
は
昭
和
四
十

八
年
に
倉
庫
業
を
目
的
と
し
て

設
立
し
、
そ
の
後
、
物
流
、
建

設
、
不
動
産
事
業
等
々
を
立
上

げ
、
現
在
で
は
総
合
物
流
企
業

と
し
て
、
時
代
の
先
頭
を
走
り

続
け
て
い
る
。

そ
の
中
心
を
担
う
倉
庫
営
業

部
門
の
管
理
面
積
は
十
万
坪
に

及
び
、
輸
出
入
貨
物
取
扱
の
た

め
の
保
税
蔵
置
ス
ペ
ー
ス
や
、

定
温
倉
庫
設
備
を
有
す
る
倉
庫

を
含
め
、
管
理
棟
数
は
約
四
百

に
上
り
、
営
業
拠
点
は
首
都
圏

の
一
都
五
県
に
広
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
ハ
ー
ド
面
と
す
る
と
、

ソ
フ
ト
面
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
在
庫
確

認
・
入
出
庫
オ
ー
ダ
ー
な
ど
顧

客
サ
イ
ド
に
立
っ
た
シ
ス
テ
ム

の
提
供
や
、
バ
ー
コ
ー
ド
ス
キ

ャ
ン
に
よ
る
検
品
、
ピ
ッ
キ
ン

グ
対
策
も
確
立
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
主
要
な
顧
客
は
、
日
清

オ
イ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
�
、
リ
コ

ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
�
、
�
エ

ス
エ
ス
ケ
イ
、
理
研
ビ
タ
ミ
ン

�
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
�
、
�
エ

フ
ピ
コ
、
コ
ク
ヨ
�
等
々
と
幅

広
い
。

ま
た
、
不
動
産
部
門
に
お
い

て
は
、
倉
庫
、
工
場
、
店
舗
、

駐
車
場
な
ど
、
土
地
建
物
の
有

効
活
用
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、

そ
し
て
建
築
部
門
、
工
事
部
門

で
は
、
流
通
施
設
、
事
務
所
、

住
宅
な
ど
の
一
般
建
設
請
負
工

事
か
ら
、
住
ま
い
の
イ
ン
テ
リ

ア
や
、
オ
フ
ィ
ス
フ
ァ
ニ
チ
ャ

ー
ま
で
建
築
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
事
に
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
輸
送
部
門
で
は
、

各
種
ト
ラ
ッ
ク
を
用
意
し
、
商

品
の
特
性
、
輸
送
方
法
、
リ
ー

ド
タ
イ
ム
な
ど
を
考
慮
し
、
最

適
な
輸
送
ル
ー
ト
を
選
択
し
て

い
る
。
ま
さ
に
、
総
合
物
流
企

業
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て

い
る
。

さ
て
、
平
成
十
八
年
度
は
当

社
の
新
た
な
出
発
の
年
で
も
あ

る
。
そ
れ
は
、
鈴
木
裕
司
専
務

取
締
役
の
満
を
持
し
て
の
社
長

へ
の
就
任
で
あ
る
。
四
十
一
歳

の
若
き
新
社
長
は
「
新
し
い
時

代
の
先
駆
者
と
し
て
、
改
革
、

改
善
に
挑
戦
し
続
け
、
更
な
る

事
業
の
拡
大
と
、
新
た
な
る
飛

躍
を
目
指
す
」
ま
た
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

に
お
け
る
Ｑ
Ｍ
Ｓ
の
構
築
に
よ

り
、
継
続
的
に
社
員
全
体
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
経
済
社

会
へ
貢
献
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

す
で
に
、
自
社
の
品
質
方
針
に

基
づ
き
、
営
業
部
、
総
務
部
、

運
輸
部
、
業
務
部
の
具
体
的
な

品
質
目
標
を
設
定
し
日
々
実
践

を
し
て
い
る
。

こ
の
取
材
の
最
後
に
、
鈴
木

裕
司
社
長
は
平
成
十
九
年
四
月

に
引
渡
時
期
の
来
る
四
階
建
高

床
式
、
合
計
床
面
積
約
五
千
八

百
坪
の
三
郷
新
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ

Ｒ
・
営
業
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

鈴木裕司社長

なな話話題題 中中 南南 西西 北北

中
部
日
本
電
鍍
工
業
�

社
長
・
妻
・
母
の
一
人
三
役
で

可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

南
部

�
拓

洋

新
時
代
の
先
駆
者
と
し
て
改
革

改
善
に
挑
戦
、
事
業
の
拡
大
を

DATA

会 社 名：日本電鍍工業�
事業内容：貴金属メッキ及びイオンプレー

ティング等表面処理
創 業：昭和３３年
住 所：�いたま市北区日進町１‐１３７
電 話：０４８‐６６５‐８１３５
資 本 金：１千万円
従 業 員：４８人

DATA

会 社 名：�拓洋
本 社：八潮市南後谷６５２
代 表 者：代表取締役社長 鈴木裕司
設 立：昭和４８年
事業内容：総合物流業
資 本 金：８９，９９６千円
電 話：本社０４８‐９９５‐４１４１
http : //www.takuyou.co.jp

伊
藤
麻
美
社
長

三
郷
新
セ
ン
タ
ー

―１４―



�����������������������
�����������������������
�����������������������

�
吉
野
プ
レ
ス
工
場
は
大
正
一

二
年
、
川
越
市
に
輸
出
用
玩
具
の

プ
レ
ス
工
場
と
し
て
故
吉
野
敏
雄

氏
が
創
業
。
昭
和
二
九
年
有
限
会

社
に
、
三
八
年
に
は
株
式
会
社
に

改
組
し
、
川
越
市
に
新
工
場
を
建

設
。
五
八
年
に
東
松
山
工
業
団
地

に
用
地
一
二
、
〇
〇
〇
�
、
建
物

四
、
三
二
〇
�
の
新
工
場
が
完
成

移
転
し
、創
立
以
来
現
在
ま
で
本
県

内
を
拠
点
と
し
て
操
業
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
四
九
年
か
ら
五
九
年

ま
で
社
長
を
務
め
た
長
島
治
氏

（
現
会
長
）は
川
越
地
区
労
働
基
準
協

会
の
会
長
を
長
く
努
め
る
な
ど
の

社
会
貢
献
に
よ
り
、平
成
九
年
に
勲

四
等
瑞
寳
章
を
受
賞
し
て
い
る
。

同
社
は
創
業
か
ら
一
枚
の
鋼
板

を
様
々
な
形
状
に
加
工
す
る
深
絞

り
加
工
の
量
産
化
に
取
り
組
ん
で

き
て
い
る
。
深
絞
り
対
応
の
五
〇

〇
ｔ
〜
二
〇
〇
ｔ
大
型
プ
レ
ス
や

油
圧
プ
レ
ス
で
ラ
イ
ン
を
構
成
し
、

燃
料
タ
ン
ク
・
自
動
車
部
品
・
医
療

機
器
な
ど
様
々
な
分
野
で
、
顧
客

に
最
適
な
工
法
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
主
流
に
な
り
つ
つ

あ
る
高
張
力
鋼
板
の
プ
レ
ス
加
工

に
も
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

プ
レ
ス
加
工
か
ら
シ
ー
ム
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ッ
ト
、
ア

ー
ク
等
の
各
種
溶
接
加
工
、
静
電

塗
装
、
組
立
、
梱
包
ま
で
の
一
貫

生
産
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

同
社
の
「
三
訓
」
と
す
る
経
営

理
念
は
�
責
任
の
完
遂
�
技
術
の

開
発
�
相
互
の
繁
栄
で
あ
り
、
よ

り
よ
い
製
品
づ
く
り
に
努
力
し
、

広
く
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
。

現
社
長
の
吉
野
昌
治
氏
は
、
安

全
と
品
質
向
上
の
た
め
に
「
三
気

の
精
神
」
を
あ
げ
、
�
見
る
「
気
」

に
な
っ
て
見
る
�
聞
く
「
気
」
に

な
っ
て
聞
く
�
や
る
「
気
」
に
な

っ
て
や
る
こ
と
が
も
の
作
り
の
基

本
と
し
て
肝
要
と
さ
れ
た
。
更
に

「
製
造
業
な
の
で
、
も
の
作
り
の

喜
び
、楽
し
み
を
伝
え
、仕
事
を
覚

え
て
頂
け
れ
ば
仕
事
の
う
え
で
張

り
合
い
も
で
て
く
る
も
の
で
あ
り
、

希
望
に
な
る
。
プ
レ
ス
業
界
は
製

品
が
細
分
化
さ
れ
、
先
が
読
み
に

く
い
、
仕
様
も
な
か
な
か
決
ま
ら

な
い
、
現
有
設
備
を
有
効
活
用
す

る
中
で
、
従
来
の
顧
客
を
大
切
に

し
、
希
望
の
仕
様
に
応
え
ら
れ
る

技
術
を
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
所
感
を
述
べ
ら
れ
た
。

吉野昌治社長

日
本
百
名
山
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
両
神
山
の
麓
、
緑
と
水
の
あ
ふ
れ

る
地
域
に
�
リ
テ
ラ
の
本
社
・
両
神

工
場
が
あ
る
。
社
名
の
由
来
は
再
生

可
能
で
地
球
に
や
さ
し
い
素
材
を
テ

ー
マ
に
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
の
「
Ｒ

Ｅ
」
と
、
地
球
、
大
地
を
表
す
「
Ｔ

Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
」
を
合
成
し
た
も
の
。
自

然
と
共
生
し
、
地
球
生
体
環
境
保
護

を
経
営
の
基
本
軸
と
し
て
い
る
。

リ
テ
ラ
は
主
に
自
動
車
向
け
の
ア

ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
部
品
を
製
造
し
て

お
り
、
ス
ク
イ
ズ
製
品
（
低
速
＋
高

圧
充
填
で
鋳
造
す
る
製
品
）
で
は
、

生
産
量
世
界
一
を
誇
る
。
ス
ク
イ
ズ

工
法
の
特
徴
は
残
ガ
ス
（
巣
）
を
一

般
ダ
イ
カ
ス
ト
工
法
よ
り
も
一
／
二

〇
以
上
少
な
く
出
来
る
点
。
巣
が
少

な
い
た
め
熱
処
理
可
能
で
、
耐
力
も

向
上
し
、
溶
接
も
容
易
に
な
る
。
利

点
は
多
い
が
、
設
備
を
使
い
こ
な
す

ノ
ウ
ハ
ウ
と
優
れ
た
技
術
力
が
必
要

と
な
る
。
当
社
は
ス
ク
イ
ズ
法
を
含

め
、
イ
ン
サ
ー
ト
法
、
真
空
法
な
ど

を
合
わ
せ
て
年
に
約
一
万
ト
ン
の
ア

ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
製
品
を
生
産
し
て

お
り
、
〇
六
年
二
月
の
売
上
高
は
四

十
七
億
円
、
数
年
後
に
は
売
上
高
一

〇
〇
億
円
を
目
指
し
て
い
る
。

売
上
高
の
八
割
を
占
め
て
い
る
自

動
車
業
界
で
は
、
環
境
負
荷
を
低
減

す
る
た
め
車
体
の
軽
量
化
を
進
め
て

お
り
、
樹
脂
や
ア
ル
ミ
の
使
用
量
が

増
加
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
自

動
車
一
台
（
約
一
ト
ン
）
当
り
の
ア

ル
ミ
部
品
使
用
量
は
約
二
五
〇
�
で
、

五
年
前
に
比
較
し
約
二
倍
に
増
え
て

い
る
。
自
動
車
部
品
は
主
に
Ａ
�
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
Ｂ
�
ボ
デ
ィ
、
Ｃ
�

シ
ャ
ー
シ
ー
、
Ｄ

�
電
装
、
Ｅ
�
エ

ン
ジ
ン
、
Ｍ
�
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
六
つ

に
分
類
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
は
Ｅ
と
Ｍ

の
分
野
に
力
を
入

れ
て
き
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
Ｂ
と
Ｃ

の
分
野
で
の
増
強

を
狙
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
、
異

業
種
や
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
独
自

技
術
を
磨
き
、
次
世
代
の
ダ
イ
カ
ス

ト
技
術
を
模
索
し
て
い
る
。

最
先
端
技
術
の
研
究
で
は
、
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ン
・
キ
ャ
ン

パ
ス
本
庄
・
早
稲
田
に
Ｄ
Ｅ
Ｓ
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
早
稲
田
大
学
と
連

携
し
て
、「
ナ
ノ
キ
ャ
ス
ト
（
半
凝

固
）
法
」
の
共
同
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
半
凝
固
鋳
造
の
特
徴
は
、

�
安
定
し
た
機
械
的
性
質
、
�
す
ぐ

れ
た
内
部
品
質
、
�
高
サ
イ
ク
ル
生

産
で
、
コ
ス
ト
削
減
面
で
も
期
待
さ

れ
る
。
こ
の
工
法
は
、
関
東
経
済
産

業
局
「
平
成
十
八
年
度
中
小
企
業
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
挑
戦
支
援
事
業
の
う
ち

実
用
化
研
究
開
発
事
業
（
補
助
金
）」

に
採
択
さ
れ
、
早
期
製
品
化
を
目
指

し
て
い
る
。

リ
テ
ラ
の
『
こ
れ
か
ら
の
夢
』
に

つ
い
て
押
之
見
國
雄
社
長
は
、

一
、
直
取
引
き
専
門
部
品
メ
ー
カ
ー

二
、
一
〇
〇
億
円
企
業

三
、
秩
父
地
域
へ
の
社
会
的
貢
献

を
掲
げ
、「
連
続
的
な
技
術
開
発

の
た
め
に
は
人
材
開
発
が
重
要
、
ま

た
、
少
子
化
・
高
齢
化
対
策
と
し
て

は
親
子
で
勤
務
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
さ
ら
に
、
秩
父
地
域
の
過
疎
対

応
に
は
雇
用
と
取
り
引
き
の
拡
大
を

推
進
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

押之見國雄社長

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

西
部
�
吉
野
プ
レ
ス
工
場

各
種
溶
接
加
工
な
ど
の
一
貫

生
産
体
制
で
広
く
社
会
貢
献

北
部

�
リ
テ
ラ

自
然
と
共
生
し
地
球
生
体
環
境

保
護
を
基
本
軸
に
経
営
を
推
進

DATA
会 社 名：株式会社リテラ
本社・両神工場：秩父郡小鹿野町

両神薄２７０３
電 話：０４９４‐７９‐１３００
秩父工場：秩父市みどりが丘９
電 話：０４９４‐６２‐３１３５
代 表 者：代表取締役 押之見國雄
設 立：昭和５２年３月
事業内容：アルミダイカスト製品の製造販売
資 本 金：３億４千万円
従 業 員：２４０名

DATA
会 社 名：�吉野プレス工場
本社工場：東松山市大字新郷３２２‐１ 〒３５５‐００７１
電 話：０４９３‐２２‐４３３１
Ｆ Ａ Ｘ：０４９３‐２２‐４３３４
代 表 者：代表取締役社長 吉野昌治
設 立：大正１２年１２月
従業員数：５３名
資 本 金：１，０００万円
主な事業内容：各種金属プレス部品の製造・販売

（薄板深絞り加工を得意とします）
http : //www.yosino-press.co.jp/

�
吉
野
プ
レ
ス
工
場
本
社

・
工
場
正
門

ス
ク
イ
ズ
製
品

○
印
は
当
社
製
造
部
品

大
型
プ
レ
ス
ラ
イ
ン
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１．植物の光合成物質生
産の向上

２．作物への乾燥耐性の
付与

３．土壌微生物と土壌改
良

大西 純一
（おおにし じゅんいち）
１９７４年 東京大学教養学

部基礎科学科卒
業

１９７６年 同大学院理学系
研科相関理化学
専攻修士課程終
了

１９８０年 同大学院理学系
研科相関理化学
専攻博士課程退
学
同理学博士

１９８１年～１９９０年 埼玉大
学理学部助手（生
化学科）

１９９０年～２００３年 同理学
部助教授（生化
学科・分子生物
学科）

２００３年～２００４年 同総合
科学分析支援セ
ンター助教授

２００６年 埼玉大学理学部
分子生物学科教
授

２００７年 埼玉大学大学院
理工学研究科教
授

地球上の生命は、すべて最終的
には、陸上植物・水中の藻類や光

合成細菌の行う光合成に依存して生きています。
そのように重要な光合成の研究を、特に「光合成
産物や代謝中間体の膜輸送を行うタンパク質」と
「光合成細胞の分化」に焦点をおいて行ってきま
した。上の写真のように、C４植物と呼ばれる１
群の植物（トウモロコシやサトウキビなど）は、
維管束の周りの維管束鞘細胞（BSC）と更にその
外側の葉肉細胞（MC）とで分化・共同して光合
成を行っています。これらの植物では、外側の葉
肉細胞で空気中の二酸化炭素を固定して、維管束
鞘細胞へ二酸化炭素を濃縮して送り込む機構を持
っているので、高温・乾燥によく適応しています。
現実に路端で見られる夏場のイネ科雑草の多くは、
この仲間です。また、CAM植物と呼ばれる、さ
らに乾燥に適応して、砂漠でも生き延びられるよ
うなサボテンなどの植物の仕組みも研究していま
す。
人類の産業活動により大気中の二酸化炭素濃度
が急激に上昇して、その温室効果により温暖化が
進むと予測されている現在、稲・麦などのC４植
物でない作物に、C４植物の特性を導入すること
は、農業生産の向上策において重要な戦略になり
えます。
その戦略への一つの手がかりとして、下の写真
のような、維管束からは離れた維管束鞘細胞（言
葉の矛盾なので、特別な細胞ということでDistinc-

tive cells [DC]と呼びますが）を作るトダシバで、
DCが作られる機構を調べようとしています。維
管束を作らないで、維管束鞘細胞のみを作れば、
植物体として最小の投資で最大の効果が得られる
のではないかと、考えています。
さらに、最近では、植物自体を研究しているだ
けでは、作物生産の向上は望めないと考え、作物
の根と相互作用して生産性を高める土壌微生物
（細菌や菌根菌）を探すべく、土壌中のDNAか
ら微生物を検索することを始めています。土壌を
改善する方法の多くは、土壌微生物にも大きな影
響を与えて
いるはずな
ので、大学
内の畑で、
いろいろな
処理をした
土壌で予備
的に作物を
育てていま
す。このよ
うにしたら
作物がよく
育ったとい
う例を教え
ていただけ
ると幸いで
す。

１．水素ガスセンサーへ
の応用

２．機能性ウインドウへ
の応用

３．マイクロ波コンポー
ネントへの応用

酒井 政道
（さかい まさみち）
１９８９年より、東北大学金
属材料研究所で化合物電
子材料の研究に従事、１９
９６年より本学工学部教員
に。１９９２―１９９３年合衆国
メリーランド大学で半導
体物理の研究に従事。

水素原子は、水分子をはじめ、
有機分子、生体高分子の構成原子

として地球上に極めて大量に存在する元素です。
最近では、活性「水素」が健康維持や免疫力向上
に有用であるという報告もあるようです。私たち
が取り組んでいるのは、このような水素をある種
の金属に含ませることによって、その金属を、太
陽電池やメモリーなどに使用されているシリコン
のような半導体に、あるいは、ガラスのような透
明な絶縁体（誘電体）に、あるいは、リニヤモー
ターカーや医療機器などに使用されているような
超伝導体に、という具合に水素原子の導入によっ
て物質の根本的性質を自在にコントロールしよう
とする研究です。

現在の物質工学では、さまざまな金属、半導体、
絶縁体、超伝導体を作成することが可能になって
いますが、構成元素を変える必要があります。例
えば、超伝導体にはAと Bという元素が、半導
体にはDと Eという元素というように。私たち
が取り組んでいるのは、希土類金属（R）に含ま
せる水素（H）の量を微妙にコントロールするこ
とによって、即ち、Rと Hという二種類の元素
だけで、金属、半導体、絶縁体、超伝導体を作成
できないかということです。そんなうまい話があ
るのかと思われるかもしれませんが、透明な絶縁
体を作成することに成功した例がヨーロッパから
既に報告されています。日本にいる私たちものん

びりしていられません。

希土類金属（R）が水素を取り込む仕方は自発
的で、化学でいう発熱反応に分類されます。この
ことは、取り込まれた水素（H）が加熱によって
金属から脱離することを意味しています。この点
に注目すれば、仮に、Rと Hによって製造した
半導体が不要になったら、加熱してHと Rを分
離回収し、次の用途、例えば、絶縁体製造という
再利用のために保存します。加熱に熱エネルギー
が必要ですが、先に述べた発熱反応のときに排熱
量と原理的に相殺しますので、物質製造のエネル
ギーコストは低く抑えることが期待できます。し
たがって、水素を利用した物質工学は、物質資源・
エネルギーの循環・再利用を原理的に可能にして
くれるのではないでしょうか。そのための基礎研
究に取り組んでいます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、事務局長 三国 雅裕 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

光合成、C４植物、土壌微生物
大学院理工学研究科 生命科学部門 大 西 純 一 教授

水素と希土類金属による循環型材料開発
大学院理工学研究科 物質科学部門 酒 井 政 道 助教授

超伝導マグネットを用いた
強磁場下の物性評価
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１００万分の一ミリオーダーの半導体製造用超精密位置決
め機構の研究が専門で、その他にもこれに関連した精密機
械システムの研究開発、機械量の精密計測法に関する研究、
非球面レンズの加工装置、福祉機器への精密機械の応用開
発などの研究をおこなっています。位置決め制御とは、対
象物を目標とする位置に移動させる技術で、ものづくりの
基礎となる重要な技術です。大学での授業としては工業数
理、機械設計製図、製品設計製図などを担当していますが、
単に机上の理論だけではなく、設計から製作にいたるプロ
セスを教えています。卒業研究テーマでは、人力による可
搬式移動手段について学生を指導しています。現在の自転
車は遠くへの移動手段としては優れていますが、電車内へ
の持込みはそう簡単ではありません。この欠点を補いコン
パクトな容器に収納して簡単に持ち運びできる移動手段を
製作しようというもので学生の製作意慾も盛り上がってお
り、今年末には完成の予定です。
埼玉県の産業界から研究所へのアプローチは現在のとこ

ろはまだ多くはありませんが、これはミクロンオーダーの
超精密位置決めが中小企業、中堅企業にはあまりなじまな
いからかもしれません。しかし、これらの技術をヒントに
して、現在かかえている問題の解決策を見出せるかもしれ
ません。気軽に大学の門を叩いて頂きたいと考えています。
例えばレンズなどの製造・検査装置の設計開発について参
考になるノウハウ提供ができるかもしれません。光学関係
の仕事は時流に乗り今後さらに注目されてくるだろうと考
えています。
この大学の英語名は「インスティチュート オブ テク

ノロジスト」です。テクノロジストとは、ものづくりのべ
ースである知識労働と肉体労働の両方を行える人材という
ことで、ものづくりはこの両方がなければ開花しません。
本学の教育はまさにその趣旨に沿って行われています。即
戦力としての人材が育っており、是非注目して頂きたい、
と考えております。

まちづくりには大きく分けてハード面からなるまちづく
りとまちの機能を円滑に運用するソフト面の両面がありま
すが、私の専門はソフト面の充実にあります。運用を充実
させるためには、地域特性をまちづくりの基盤において取
り組むことが重要です。したがって解は地域によって異な
り普遍的でどこにも通用するという方程式はありません。
例えば道路を造るにしても架橋の場合にしても地域住民、
関係企業、あるいは関係団体の意識調査を行いその調査の
中から問題点を抽出して解を提案する形をとります。まち
づくりに際して行政を含め関係者の意見が一致せず、地元
住民の希望どおりにならないかもしれません。しかし、解
を求めるプロセスではこうした意見の擦り合わせが非常に
重要になります。そうでないと双方に感情の齟齬が残る恐
れがあります。私の専門は、土木工学における生活環境の
分野で、都市計画のグランドデザインを関係者の意見を取
り入れながら提案していくところにあります。こうした前
提に立って研究開発分野としては、�地域におけるまちづ

くり、交通・環境問題の解決と施策提案による活性化、�
施策の検討・立案や実施を目的とした現状把握や意識に関
する各種社会調査と分析、�住民・企業・団体等を対象と
する施策のコンセンサス形成支援を目的としたワークショ
ップ等の運営などです。私は任意団体として「田尻総研」
を立ち上げています。プロジェクトに対して専門家の方々
と意見を開陳していますが、前任地の群馬県のまちづくり
では実績が残せたと自負しています。本学に奉職してまだ
日も浅いのですが、是非とも埼玉のまちづくりのために努
力したいと念願しています。埼玉県は歴史のある土地柄で
すが「埼玉都民」という言葉があるように県民の目が東京
に向いていることを感じています。これは悪いことではあ
りませんが、もう一方の視点で郷土への思いをもう少し強
く持ってもいいのではないか、とも思っています。また私
は、群馬県では小学生の安心安全のためのマップ作りで喜
ばれましたが、埼玉県各地区でも実行したいと考えていま
す。是非、ご意見をお聞かせ頂ければと思います。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回

精密位置決め技術の応用でノウハウ提案も
製造技能工芸学科 森 山 茂 夫 教授

森山茂夫（もりやま しげお）教授 工学博士、技術士（機械部門）、東工大工学部修士、日立製作所中央研究所を経て２００１年
からものつくり大学教授。主要業績、回折格子用ルーリングエンジンの開発〈大河内賞本賞、精密学会賞、全国発明表彰総理大
臣賞）など。（連絡先：０４８‐５６４‐３８４８／moriyama@iot.ac.jp）

まちづくりには関係者の意識調査が必須
建設技能工芸学科 田 尻 要 助教授

田尻 要（たじり かなめ）助教授・工学博士、九州大学大学院工学研究科卒業、ゼネコン研究所に約１０年間勤務ののち国立群
馬高専に勤務、２００５年９月からものつくり大学助教授。土木学会、日本都市計画学会、地盤工学会所属。（連絡先：０４８‐５６４‐３８２
５／tajiri@iot.ac.jp）
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◆制度の仕組み

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
到
来
を

目
前
に
控
え
、
県
政
を
取
り
巻
く
社
会

経
済
情
勢
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
県
で
は
、
現
行
の
「
彩
の
国
５

か
年
計
画
２１
」
の
計
画
期
間
が
今
年
度

で
終
了
す
る
た
め
、
新
た
な
５
か
年
計

画
（
計
画
期
間
�
平
成
１９
〜
２３
年
度
）

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
、
計
画
の
た
た
き
台
と
な
る

「
ゆ
と
り
と
チ
ャ
ン
ス
の
埼
玉
プ
ラ
ン

大
綱
」を
取
り
ま
と
め
、公
表
し
ま
し
た
。

１

埼
玉
が
目
指
す
将
来
像

こ
の
大
綱
で
は
、
埼
玉
が
目
指
す
将

来
像
と
し
て
「
ゆ
と
り
と
チ
ャ
ン
ス
の

埼
玉
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

�
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安

心
・
安
全

埼
玉

�
チ
ャ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
誰
も
が
夢
を
持

て
る

元
気
チ
ャ
レ
ン
ジ

埼
玉

�
住
み
や
す
く
環
境
に
や
さ
し
い

ゆ

と
り
の
田
園
都
市

埼
玉

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２

大
綱
の
特
徴

人
口
減
少
社
会
に
よ
る
経
済
活
動
の

縮
小
や
地
域
活
力
の
低
下
に
陥
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、「
県
民
の
力

結

集
戦
略
」、「
次
世
代
の
力

育
成
戦
略
」、

「
民
の
活
力

応
援
戦

略
」、「
地
域
の
魅
力

創

造
戦
略
」
と
い
う
４
つ
の

戦
略
と
、「
が
ん
ば
れ
チ

ャ
レ
ン
ジ
経
営
」、「
と
こ

と
ん
産
業
集
積
」
な
ど
、

戦
略
を
実
現
す
る
た
め
の

１０
の
大
作
戦
を
掲
げ
、
今

後
５
年
間
に
実
施
す
る
戦

略
的
な
取
組
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
５

か
年
計
画
と
異
な
り
、
県

が
直
接
実
施
す
る
施
策
・

取
組
を
中
心
に
構
成
し
、
国
や
市
町
村

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
施
策
・

取
組
に
つ
い
て
は
、
県
の
関
与
が
一
定

程
度
あ
る
も
の
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
成
果
主
義
に
基
づ
い
た
分

か
り
や
す
い
計
画
と
す
る
た
め
、
現
計

画
が
４０
の
政
策
指
標
で
計
画
の
評
価
を

行
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
指
標
の
数
を

９７
に
増
や
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
民

生
活
が
い
か
に
向
上
し
た
か
が
分
か
り

や
す
い
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
（
成
果
指

標
）
を
で
き
る
だ
け
採
用
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
と
こ
と
ん
産
業
集
積
」

で
は
、
製
造
品
出
荷
額
等
の
全
国
に
占

め
る
割
合
（
現
状
値
�
平
成
１６
年
４
・

８
％
�
目
標
値
�
平
成
２３
年
５
・
０
％
）、

新
規
企
業
立
地
件
数
（
目
標
値
�
平
成

１９
〜
２３
年
度
２
０
０
件
）、
県
の
創
業

支
援
に
よ
る
創
業
者
数
（
現
状
値
�
平

成
１７
年
度
末
３
１
１
件
�
目
標
値
�
平

成
２３
年
度
末
１
０
０
０
件
）
を
戦
略
指

標
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
大
綱
を
基
に
県
議
会
を

は
じ
め
県
民
の
皆
様
か
ら
幅
広
く
御
意

見
を
い
た
だ
き
、
計
画
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。

な
お
、
大
綱
は
、
埼
玉
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

計
画
調
整
課
、
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
及

び
各
地
域
創
造
セ
ン
タ
ー
・
支
所
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
県
計
画
調
整
課
（
０
４
８

―
８
３
０
―
２
４
１
２
）

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
02/B

I00/sogokeikaku/sogo _top.
htm
l

「
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金
」
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
活
動
を
支
援
し
、
行
政
と
の
協
働

を
推
進
す
る
た
め
に
平
成
１６
年
４
月
に

設
置
し
た
基
金
で
す
。

こ
の
た
び
、
寄
附
の
際
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

基
金
を
通
じ
て
支
援
し
た
い
団
体
を
具

体
的
に
希
望
で
き
る
「
団
体
希
望
寄
附

金
制
度
」
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
従
来
の
�
一
般
寄
附
（
希

望
指
定
な
し
）、�
分
野
希
望
寄
附（「
保

健
医
療
福
祉
」、「
環
境
」
な
ど
の
希
望

す
る
活
動
分
野
を
指
定
）
に
、
�
団
体

希
望
寄
附
を
加
え
た
３
つ
の
中
か
ら
、

お
好
き
な
方
法
を
選
ん
で
寄
附
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
寄
附
を
通
じ
て
の
社

会
貢
献
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金
へ
の
寄
附
は
税

法
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

法
人
の
場
合
�
寄
附
金
額
の
全
額
を

損
金
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
法
人
税
法
３７
条
）

個
人
の
場
合
�
所
得
税
と
個
人
住
民

税
に
つ
い
て
、
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。（
所
得
税
法
７８
条
・
地
方
税

法
３４
条
及
び
３
１
４
条
の
２
）

＊
寄
附
い
た
だ
い
た
金
額
（
累
計
）
が
、

個
人
で
１０
万
円
、
団
体
で
５０
万
円
以
上

に
な
る
と
き
は
、
知
事
か
ら
感
謝
状
を

贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課（
０

４
８
―
８
３
０
―
２
８
３
９
）

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

http
://w
w
w
.saitam

aken -npo.net/

「
ゆ
と
り
と
チ
ャ
ン
ス
の
埼

玉
プ
ラ
ン
大
綱
」
を
公
表

本
会
は
、
上
田
県
政
発
足
後
も
会
員

各
位
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
、
ニ
ー
ズ
を

時
に
提
言
の
形
で
、
ま
た
あ
る
時
は
県

が
設
置
す
る
各
種
委
員
会
や
懇
談
の
場

に
会
員
に
直
接
参
加
し
て
い
た
だ
き
伝

え
て
き
た
。

本
欄
で
紹
介
す
る
新
５
か
年
計
画
に

も
本
会
の
こ
う
し
た
意
見
や
要
望
が
数

多
く
採
り
入
れ
ら
れ
反
映
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
会
と
し
て
は
示
さ
れ
た
本

プ
ラ
ン
を
た
だ
単
に
眺
め
る
こ
と
な
く
、

各
施
策
が
完
全
実
施
さ
れ
、
所
期
の
目

的
を
達
成
す
る
よ
う
県
政
に
強
く
求
め

る
と
と
も
に
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
注

視
し
て
い
き
た
い
。

彩
の
国
か
ら
第第３３１１回回

県
政
情
報

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金
に「
団
体
希
望
寄
附
金

制
度
」
が
で
き
ま
し
た
！

―１８―
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０６
年
３
月
卒
新
規
学
卒
者
決
定
初
任
給
調

査
結
果
発
表

―
大
卒
事
務
系
２０
万
３
９
６
０
円
／
対
前

年
上
昇
率
、
ほ
ぼ
横
ば
い

日
本
経
団
連
は
８
月
２９
日
、
２
０
０
６
年
３
月
卒
「
新
規
学
卒

者
決
定
初
任
給
調
査
結
果
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
今
年

３
月
に
学
校
を
卒
業
し
て
４
月
に
入
社
し
た
新
規
学
卒
者
（
新
入

社
員
）
に
対
し
て
実
際
に
支
払
わ
れ
た
初
任
給
（
決
定
初
任
給
）

を
調
べ
た
も
の
。
今
回
の
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
�

事
務
系
の
初
任
給
水
準
は
大
学
卒
２０
万
３
９
６
０
円
（
対
前
年
上

昇
率
０
・
３６
％
）、
高
校
卒
１５
万
９
２
２
２
円
（
同
０
・
３４
％
）

�
初
任
給
の
対
前
年
上
昇
率
は
０
・
２３
〜
０
・
４６
％
で
ほ
ぼ
横
ば

い
�
初
任
給
を
据
え
置
い
た
企
業
の
割
合
は
８
年
連
続
で
５
割
超

（
６８
・
９
％
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
調
査
の
概
要
は
次

の
と
お
り
。

１
�
初
任
給
水
準

初
任
給
水
準
は
、
大
学
院
卒
事
務
系
２２
万
２
０
５
０
円
、
大
学

卒
事
務
系
２０
万
３
９
６
０
円
、
高
専
卒
技
術
系
１７
万
９
３
７
８
円
、

短
大
卒
事
務
系
１６
万
９
６
６
５
円
、
高
校
卒
事
務
系
１５
万
９
２
２

２
円
、
高
校
卒
現
業
系
１６
万
３
９
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
初
任
給
の
対
前
年
上
昇
率
は
、
大
学
院
卒
事
務
系
０
・

４６
％
、
大
学
卒
事
務
系
０
・
３６
％
、
高
専
卒
技
術
系
０
・
３７
％
、

短
大
卒
事
務
系
０
・
２３
％
、
高
校
卒
事
務
系
０
・
３４
％
、
高
校
卒

現
業
系
０
・
３５
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
と
比
べ
る
と
、
若
干
ア

ッ
プ
は
し
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

２
�
産
業
別
・
規
模
別
に
み
た
初
任
給

�
産
業
別

大
学
卒
事
務
系
で
は
、
最
高
が
「
石
油
・
石
炭
製
品
」
の
２６
万

５
０
０
円
、
次
い
で
「
新
聞
・
出
版
・
印
刷
」
の
２２
万
２
０
６
３

円
、「
紙
・
パ
ル
プ
」
の
２１
万
２
１
０
０
円
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
最
低
は
「
金
融
・
保
険
業
」（
１８
万
７
５
５
円
）
と
な
っ

て
お
り
、「
電
気
・
ガ
ス
業
」（
１９
万
８
２
０
１
円
）
と
「
そ
の
他

の
製
造
業
」（
２０
万
１
７
０
１
円
）
が
続
い
て
い
る
。

�
規
模
別

大
学
院
卒
事
務
系
で
は
「
１
０
０
〜
２
９
９
人
」
規
模
が
２２
万

８
６
１
３
円
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
大
学
卒
事
務
系
と

短
大
卒
事
務
系
、
高
校
卒
事
務
系
で
は
「
１
０
０
人
未
満
」
規
模

が
、
そ
れ
ぞ
れ
２１
万
２
２
６
２
円
、
１９
万
９
０
５
０
円
、
１７
万
４

８
０
０
円
、
高
校
卒
現
業
系
で
は
「
１
０
０
０
〜
２
９
９
９
人
」

規
模
が
１６
万
２
２
１
２
円
で
、
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
従
業
員
３
０
０
０
人
以
上
の
大
企
業
の
各
学
歴
別
初
任

給
を
１
０
０
・
０
と
し
て
み
る
と
、
大
学
卒
事
務
系
、
高
校
卒
現

業
系
で
は
従
業
員
３
０
０
０
人
未
満
の
す
べ
て
の
規
模
で
１
０

０
・
０
を
上
回
っ
て
い
る
。

３
�
初
任
給
の
決
定
状
況

「
前
年
の
初
任
給
の
ま
ま
据
え
置
い
た
（
凍
結
）」企
業
は
６
割

強
（
６８
・
９
％
）
で
、
前
年
（
８６
・
０
％
）
よ
り
減
少
し
た
も
の

の
、
初
任
給
凍
結
企
業
の
割
合
は
、
１
９
９
９
年
か
ら
８
年
連
続

し
て
５
割
を
上
回
っ
て
い
る
。

一
方
、「
求
人
賃
金
と
し
て
前
年
の
初
任
給
を
示
し
た
が
、
そ

の
後
引
き
上
げ
た
」
企
業
は
２７
・
９
％
（
前
年
１２
・
３
％
）
と
な

っ
て
い
る
。

「
新
規
学
卒
者
決
定
初
任
給
調
査
」
は
、
新
規
学
卒
者
の
初
任

給
の
実
態
と
動
向
を
把
握
し
、
今
後
の
初
任
給
対
策
の
参
考
と
す

る
た
め
に
、
１
９
５
２
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。
今
回

の
調
査
は
、
日
本
経
団
連
の
企
業
会
員
会
社
お
よ
び
東
京
経
営
者

協
会
会
員
会
社
２
０
７
０
社
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
６
６
７
社

（
製
造
業
４８
・
４
％
、
非
製
造
業
５１
・
６
％
）
か
ら
回
答
を
得
た

（
有
効
回
答
率
３２
・
２
％
）。

２
０
０
６
年
春
季
労
使
交
渉
・
労
使
協
議

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査

―
賃
金
決
定
の
個
別
化
進
む
／
約
８
割
で

若
年
層
の
不
足
感

日
本
経
団
連
が
８
月
２３
日
に
発
表
し
た
「
２
０
０
６
年
春
季
労

使
交
渉
・
労
使
協
議
に
関
す
る
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、
今
次
労
使
交
渉
・
労
使
協
議
に

お
い
て
は
、
�
ベ
ア
・
定
昇
と
も
実
施
し
た
企
業
は
１
割
に
満
た

な
か
っ
た
こ
と
�
賞
与
・
一
時
金
を
昨
年
よ
り
引
き
上
げ
た
企
業

の
割
合
が
、
引
き
下
げ
た
企
業
の
割
合
を
３
年
連
続
で
上
回
っ
た

こ
と
�
正
規
従
業
員
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
約
８
割
の
企
業

で
若
年
層
の
不
足
感
が
あ
る
こ
と

な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

１
�
今
年
の
賃
金
決
定
の
結
果

今
年
の
賃
金
決
定
の
結
果
（
非
管
理
職
）
は
、「
ベ
ア
は
実
施

せ
ず
、
定
昇
の
み
実
施
」
し
た
企
業
が
３８
・
５
％
、
今
回
か
ら
選

択
肢
に
加
え
た
「
ベ
ア
以
外
（
賃
金
改
善
な
ど
の
概
念
を
含
む
）

の
措
置
・
定
昇
の
み
実
施
」
が
１３
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。「
ベ

ア
・
定
昇
と
も
に
実
施
」は
昨
年
に
続
い
て
１
割
に
満
た
な
い（
９
・

７
％
）。

２
�
今
後
の
望
ま
し
い
賃
金
決
定
の
あ
り
方

「
定
昇
の
み
と
し
、
成
果
や
業
績
は
ベ
ア
で
は
な
く
賞
与
に
反

映
さ
せ
て
い
く
べ
き
」
と
す
る
企
業
（
４０
・
７
％
）
と
「
定
昇
制

度
を
廃
止
し
、
成
果
や
業
績
に
よ
る
賃
金
決
定
と
す
べ
き
」
と
す

る
企
業（
３４
・
６
％
）を
合
わ
せ
て
４
分
の
３
を
超
え
る
企
業（
７５
・

３
％
）
が
成
果
や
業
績
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、「
定
昇
を
中

心
と
し
て
必
要
が
あ
れ
ば
、
ベ
ア
を
行
う
べ
き
」
と
す
る
企
業
は

１５
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

３
�
今
次
労
使
交
渉
の
結
果
、
と
ら
れ
た
措
置

今
次
労
使
交
渉
の
結
果
と
し
て
と
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
み
る

と
、「
定
期
昇
給
制
度
の
見
直
し
（
一
部
廃
止
も
含
む
）」を
実
施

し
た
企
業
は
１１
・
９
％
（
昨
年
２０
・
１
％
）
と
な
っ
た
。

賞
与
・
一
時
金
で
は
、
昨
年
よ
り「
引
き
上
げ
た
」企
業
は
４３
・

７
％
（
昨
年
３７
・
０
％
）、「
引
き
下
げ
た
」
企
業
は
１３
・
０
％
（
同

１４
・
０
％
）
で
、
引
き
上
げ
た
企
業
数
が
引
き
下
げ
た
企
業
数
を

一
昨
年
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
上
回
っ
た
。
ま
た
、「
賞
与
・
一

時
金
の
業
績
連
動
制
の
導
入
」
を
し
た
企
業
は
１７
・
７
％
に
上
っ

た
。そ

の
ほ
か
、
昨
年
回
答
数
の
多
か
っ
た
「
退
職
一
時
金
・
年
金

制
度
の
見
直
し
」
は
１５
・
６
％
、「
諸
手
当
の
廃
止
・
減
額
」
は

５
・
６
％
と
な
り
、
昨
年
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
３
・
１
ポ
イ
ン
ト
、
４
・

６
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。

４
�
高
齢
者
雇
用
確
保
措
置

２
０
０
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
に
伴
う
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
に
つ
い
て
は
、「
定
年

以
後
、
対
象
を
限
定
し
た
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
た
（
ま
た
は

以
前
よ
り
導
入
し
て
い
た
）」企
業
は
７０
・
３
％
で
、「
定
年
以
後

希
望
者
全
員
の
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
た
（
ま
た
は
以
前
よ
り

導
入
し
て
い
た
）」企
業
は
２７
・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
継
続
雇
用

制
度
を
導
入
し
た
（
ま
た
は
以
前
よ
り
導
入
し
て
い
た
）
企
業
は

全
体
の
９７
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。「
定
年
年
齢
引
き
上
げ
を
行

っ
た
」
企
業
は
２
・
４
％
、
定
年
の
定
め
を
廃
止
し
た
（
ま
た
は

以
前
よ
り
な
い
）
企
業
は
０
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

定
年
年
齢
引
き
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
に
お
け
る
雇
用
確
保
の

制
限
年
齢
に
つ
い
て
は
、
６５
歳
が
最
も
多
く
６５
・
８
％
、
次
い
で

６３
歳
が
１９
・
３
％
と
な
り
、
６２
歳
は
１４
・
８
％
と
な
っ
た
。

５
�
今
次
労
使
交
渉
に
お
け
る
雇
用
問
題
と
若
年
者
雇
用
に
つ
い

て現
在
、
企
業
が
直
面
す
る
雇
用
問
題
に
つ
い
て
そ
の
余
剰
と
不

足
状
況
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
人
材
不
足
」
と
回
答
し
た
企
業
が

４０
・
３
％
と
昨
年
の
２６
・
３
％
か
ら
増
加
し
た
。
景
気
回
復
が
雇

用
環
境
の
改
善
に
波
及
し
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
「
雇

用
余
剰
と
人
材
不
足
の
両
面
」と
回
答
し
た
企
業
が
５５
・
３
％（
昨

年
６６
・
９
％
）
を
占
め
た
こ
と
か
ら
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
依

然
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
規
模
別
、
製
造
業
・
非
製
造
業

別
に
み
て
も
、
昨
年
と
比
べ
て
「
人
材
不
足
」
を
訴
え
る
企
業
は

増
え
て
お
り
、
５
０
０
人
以
上
お
よ
び
非
製
造
業
で
そ
の
傾
向
が

特
に
み
ら
れ
る
。

若
年
層
（
３５
歳
前
後
以
下
）
の
正
規
従
業
員
の
雇
用
状
況
に
つ

い
て
は
、「
不
足
」
お
よ
び
「
や
や
不
足
」
と
回
答
し
た
企
業
を

合
計
す
る
と
、
７８
・
７
％
の
企
業
が
若
年
層
の
不
足
感
を
認
識
し

て
い
る
。

な
お
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
正
規
従
業
員
へ
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

「
積
極
的
に
採
用
し
た
い
」（
１
・
６
％
）、「
経
験
・
能
力
次
第

で
は
採
用
し
た
い
」（
６４
・
０
％
）
を
合
計
し
て
、
７
割
近
く
に

上
っ
て
お
り
、
多
く
の
企
業
が
フ
リ
ー
タ
ー
か
ら
の
採
用
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

「
春
季
労
使
交
渉
・
労
使
協
議
に
関
す
る
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
は
、
今
後
の
賃
金
対
策
や
企
業
経
営

の
参
考
と
す
る
た
め
に
、
１
９
６
９
年
よ
り
毎
年
、
そ
の
年
の
春

季
労
使
交
渉
に
つ
い
て
の
企
業
ト
ッ
プ
の
考
え
方
を
調
査
し
て
い

る
も
の
。
今
回
の
調
査
は
、
日
本
経
団
連
会
員
企
業
と
東
京
経
営

者
協
会
会
員
会
社
２
１
４
９
社
を
対
象
に
実
施
、
５
６
０
社
か
ら

回
答
を
得
た
（
回
収
率
２６
・
１
％
）。

「『
独
占
禁
止
法
基
本
問
題
』
に
関
す
る
コ

メ
ン
ト
」
を
公
表

―
公
取
委
の
審
判
の
廃
止
な
ど
、
望
ま
し

い
改
正
の
姿
提
示

日
本
経
団
連
は
８
月
１
日
、「『
独
占
禁
止
法
基
本
問
題
』
に
関

す
る
コ
メ
ン
ト
―
望
ま
し
い
抜
本
改
正
の
方
向
性
―
」
を
取
り
ま

と
め
、
内
閣
府
に
提
出
し
た
。

今
年
１
月
４
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
改
正
独
占
禁
止
法
の
附

則
で
は
、
課
徴
金
に
係
る
制
度
の
在
り
方
、
審
査
・
審
判
手
続
き

の
在
り
方
等
、
独
占
禁
止
法
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
、
改

正
法
施
行
後
２
年
以
内
に
見
直
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
こ
れ
に
基

づ
き
、
昨
年
７
月
か
ら
、
内
閣
府
に
内
閣
官
房
長
官
の
私
的
懇
談

会
と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
独
占
禁
止
法
基
本
問
題
懇
談
会
」（
以

下
、
懇
談
会
）
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
懇
談
会

で
は
、
７
月
２１
日
、
こ
の
１
年
間
の
検
討
内
容
を
「
独
占
禁
止
法

に
お
け
る
違
反
抑
止
制
度
の
在
り
方
等
に
関
す
る
論
点
整
理
」
と

し
て
取
り
ま
と
め
、
現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
付
し
て

お
り
（
９
月
８
日
期
限
）、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
来
年
６
月
を

目
途
に
独
占
禁
止
法
の
抜
本
改
正
を
め
ざ
し
た
「
最
終
報
告
書
」

を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
な
る
。

今
回
の
「
論
点
整
理
」
は
、
多
岐
に
わ
た
る
論
点
が
示
さ
れ
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
に
つ
い
て
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
の

列
挙
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
残
り
１
年
間
で
、
い
か
に
議
論
を
収

束
さ
せ
、
独
占
禁
止
法
の
抜
本
改
正
を
現
実
の
も
の
と
で
き
る
か

が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
日
本
経
団
連
で
は
、
今
後
の
懇
談
会
で
の
検
討
を
方

向
付
け
し
て
い
く
た
め
に
も
、
抜
本
改
正
を
行
う
上
で
必
要
不
可

欠
な
論
点
を
中
心
に
、
望
ま
し
い
独
禁
法
改
正
の
姿
を
示
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
同
コ
メ
ン
ト
を
取
り
ま
と
め
た
。
同
コ
メ
ン
ト

の
主
な
主
張
は
次
の
と
お
り
。

主
な
主
張

第
１
は
、「
公
正
取
引
委
員
会
の
審
判
の
廃
止
」
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
日
本
経
団
連
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
審
査
と
審
判
の
両

方
を
兼
ね
る
仕
組
み
は
、
適
正
手
続
き
の
観
点
か
ら
問
題
で
あ
る

と
指
摘
し
て
き
た
。
特
に
、
改
正
法
で
は
、
審
判
手
続
き
を
経
る

こ
と
な
く
、
排
除
措
置
命
令
や
課
徴
金
納
付
命
令
を
出
し
、
そ
の

内
容
に
不
服
の
あ
る
場
合
の
み
、
事
後
的
に
企
業
側
が
審
判
を
請

求
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
公
正
取
引
委

員
会
が
審
判
を
行
う
必
然
性
は
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
公
正
取

引
委
員
会
に
よ
る
審
判
を
廃
止
し
、
公
正
取
引
委
員
会
の
行
政
処

分
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
は
、
裁
判
所
手
続
き
に
委
ね
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

第
２
は
、「
課
徴
金
と
刑
事
罰
の
併
科
の
解
消
」
で
あ
る
。
改

正
法
で
は
、
課
徴
金
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
課
徴
金
の
法
的

性
格
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
不
当
利
得
の
剥
奪
」
か
ら
「
不

当
利
得
相
当
額
以
上
の
金
銭
を
徴
収
」
す
る
仕
組
み
に
変
更
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
課
徴
金
制
度
は
、
実
質
的
な
制
裁

で
あ
り
、
違
法
行
為
を
抑
止
す
る
と
い
う
機
能
面
で
は
刑
事
罰
と

重
な
る
こ
と
、
国
際
的
に
み
て
も
、
行
政
上
の
制
裁
と
刑
事
罰
の

両
方
が
科
さ
れ
る
国
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
違

反
行
為
に
対
す
る
制
裁
は
、
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に
、
法
人
に
対
す
る
独

占
禁
止
法
上
の
課
徴
金
に
一
本
化
し
、
法
人
・
個
人
に
対
す
る
独

占
禁
止
法
上
の
刑
事
罰
は
廃
止
す
る
か
、
少
な
く
と
も
法
人
に
つ

い
て
は
刑
事
罰
を
廃
止
し
、
制
裁
を
課
徴
金
に
一
本
化
す
る
こ
と

を
検
討
し
、
制
度
を
す
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
提
案

し
た
。

今
後
、
日
本
経
団
連
と
し
て
は
、
政
府
・
与
党
を
は
じ
め
、
関

係
各
方
面
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

提
言
「
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い

て
」
を
公
表

―
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
へ
／
物
流
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
考
え
方
示
す

日
本
経
団
連
の
運
輸
・
流
通
委
員
会
（
岡
部
正
彦
共
同
委
員
長
、

井
坂
榮
共
同
委
員
長
）
は
７
月
６
日
、
提
言
「
物
流
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
つ
い
て
〜
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
を
通
じ
た
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
〜
」
を
公
表
し
た
。
今
回
、
同
委
員
会
が
提
言
を

行
っ
た
の
は
、
�
わ
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
と
国
民
の
生

活
利
便
向
上
の
観
点
か
ら
、
国
家
戦
略
と
し
て
真
に
物
流
の
効
率

化
に
役
立
つ
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
進
め

る
必
要
が
あ
る
�
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
分
業
の
進
展
を
踏
ま
え
、

ア
ジ
ア
規
模
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
戦
略
的
に

構
築
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
�
特
に
、
現
在
、
公
共
事
業
費
削

減
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
は
、
よ
り
緊
急
度

の
高
い
も
の
か
ら
重
点
的
に
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と

の
認
識
に
基
づ
い
て
の
こ
と
。
円
滑
な
物
流
を
妨
げ
て
い
る
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
解
消
の
観
点
か
ら
、
産
業
界
と
し
て
の
物
流
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
考
え
方
を
ま
と
め
て
い
る
。
提
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
道
路
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

�
首
都
圏
三
環
状
道
路
の
早
期
整
備

首
都
圏
三
環
状
道
路
の
完
成
は
、
首
都
圏
の
渋
滞
解
消
、
東
西

を
結
ぶ
人
的
・
物
的
交
流
の
円
滑
化
に
つ
な
が
る
。
首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
既
に
開
通
の
目
標
年
度
が
明
示
さ

れ
て
い
る
が
、
東
京
外
郭
環
状
道
路
、
首
都
高
速
中
央
環
状
線
に

つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
前
倒
し
で
完
成
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
。

�
港
湾
・
空
港
へ
の
道
路
ア
ク
セ
ス
改
善

港
湾
・
空
港
か
ら
内
陸
の
主
要
物
流
拠
点
へ
の
輸
送
の
円
滑
化

と
い
う
観
点
か
ら
、
港
湾
・
空
港
の
背
後
に
あ
る
道
路
網
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
幹
線
道
路
に
お
け
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
解
消

し
、
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車
両
や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
対
応
車
両
が
通

行
で
き
る
幹
線
道
路
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

２
�
港
湾
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

�
港
湾
機
能
の
高
度
化
・
効
率
化

１
�
港
湾
コ
ス
ト
低
減
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
を
目
的
と
し
、
ス

ー
パ
ー
中
枢
港
湾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
船
舶

の
大
型
化
に
対
応
し
た
大
水
深
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
の
整
備
や
必

要
な
航
路
水
深
の
確
保
を
行
う
と
と
も
に
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
背
後
の
ヤ
ー
ド
の
拡
充
や
複
数
バ
ー
ス
の
連
続
的
・
一
体

的
運
用
に
よ
り
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
取
り
扱
い
能
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
�
ア
ジ
ア
地
域
と
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
物
流
を

図
る
た
め
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
、
フ
ェ
リ
ー
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
・
改
良
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
背
後
ヤ
ー

ド
の
拡
充
な
ど
、
わ
が
国
側
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
機
能
の
高
度
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
今
後
、
経

済
交
流
の
活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
日
本
海
側
の
港
湾
の
整
備
も

推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

３
�
港
湾
の
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
に
鉄
道
線
路
を
引
き
込
ん
で
、
海

上
輸
送
か
ら
鉄
道
へ
の
コ
ン
テ
ナ
の
積
み
替
え
を
円
滑
化
し
、

コ
ン
テ
ナ
の
大
型
化
に
対
応
し
た
大
型
荷
役
機
械
を
整
備
す
る

な
ど
、
結
節
点
に
お
け
る
物
流
効
率
化
に
資
す
る
施
設
整
備
を

推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

４
�
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
化
の
観
点
か
ら
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
背
後
に
在
庫
管
理
、
流
通
加
工
、
ク
ロ
ス
ド
ッ
ク
機
能

な
ど
と
い
っ
た
高
度
の
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
を
立
地
さ
せ
る
こ
と
で
、
港
湾
周
辺
の
機

能
を
多
面
的
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

５
�
わ
が
国
の
主
要
拠
点
港
湾
が
ア
ジ
ア
の
主
要
港
に
遜
色
の
な

い
コ
ス
ト
で
２４
時
間
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
コ
ン
テ

ナ
ヤ
ー
ド
の
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
時
間
の
延
長
、
税
関
、
検
疫
所

等
の
執
務
時
間
外
の
体
制
整
備
な
ど
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

�
輸
出
入
・
港
湾
諸
手
続
き
の
効
率
化

１
�
港
湾
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
船
舶
の
入
出
港
に
係
る
手
続
き
の
電
子
情
報

処
理
シ
ス
テ
ム
）や
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ（
通
関
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
単
に
府
省
ポ
ー
タ
ル
へ
接
続
す
る
だ
け
で

は
、
真
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
実
現
で
き
な
い
。
原
則
、

１
カ
所
へ
の
１
回
の
送
信
で
す
べ
て
の
貿
易
関
連
手
続
き
を
完

了
で
き
る
よ
う
、
求
め
ら
れ
る
各
手
続
き
項
目
の
必
要
性
を
各

省
庁
が
総
合
的
に
検
証
し
、
輸
出
入
制
度
を
徹
底
的
に
業
務
改

革
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
シ
ス
テ
ム
機
能
の
統
合
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。

２
�
民
間
企
業
の
法
令
順
守
を
含
め
貿
易
関
連
業
務
管
理
の
優
劣

に
応
じ
て
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
制
度
を
設
け
、
物
流
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
と
効
率
化
の
同
時
達
成
を
め
ざ
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
際
、
電
子
タ
グ
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
国

際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
管
理
・
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
官
民
共
同
で
構

築
す
べ
き
で
あ
る
。

３
�
航
空
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

増
大
す
る
航
空
需
要
に
確
実
に
対
応
し
、
空
港
機
能
や
航
空
企

業
等
の
応
需
能
力
を
向
上
さ
せ
、
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。「
総
合
物
流
施
策
大
綱
（
２
０
０
５
―
２
０
０

９
）」の
記
載
項
目
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
環
境

整
備
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
実
現
可
能
な
も
の
は
早
期

に
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
羽
田
空
港
・
成
田
空
港
は
国
の
基

幹
的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
そ
の
整
備
は
焦
眉
の
急
で
あ
る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・・
提提
案案
なな
どど

※
次
頁
へ
つ
づ
く
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４
�
鉄
道
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

鉄
道
に
よ
る
物
流
に
つ
い
て
は
、
輸
送
力
の
強
化
と
と
も
に
、

ト
ー
タ
ル
の
輸
送
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
主
要

幹
線
区
間
の
輸
送
力
増
強
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｅ
＆
Ｓ
（
着
発
線

荷
役
）
方
式
の
貨
物
駅
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。
特
に
設
備
等
が

老
朽
化
す
る
な
ど
Ｅ
＆
Ｓ
化
に
は
不
向
き
な
駅
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
拠
点
駅
の
整
備
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

５
�
物
流
イ
ン
フ
ラ
更
新
の
促
進
に
向
け
て

高
速
道
路
・
港
湾
・
空
港
・
鉄
道
な
ど
の
物
流
イ
ン
フ
ラ
は
、

昭
和
３０
〜
４０
年
代
に
整
備
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
今
後
、
大
規
模

改
修
・
更
新
が
増
え
て
く
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
強
化
し
、
延
命

化
を
図
る
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
計
画
的
、
効

率
的
な
整
備
計
画
を
策
定
し
、
更
新
・
維
持
・
修
繕
に
必
要
な
財

源
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

報
告
書
「
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
必

要
性
と
支
援
の
あ
り
方
」
を
発
表

―
人
材
育
成
支
援
策
な
ど
提
起

日
本
経
団
連
は
６
月
２０
日
、
報
告
書
「
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
必
要
性
と
支
援
の
あ
り
方
〜
組
織
と
個
人
の
視
点
の
マ
ッ
チ

ン
グ
〜
」
を
発
表
し
た
。
同
報
告
書
は
、
教
育
問
題
委
員
会
（
草

刈
隆
郎
委
員
長
、
蛭
田
史
郎
共
同
委
員
長
）
の
下
部
組
織
の
「
キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」（
牧
田
和
久
座

長
）
が
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、
人
材

育
成
支
援
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
。

同
報
告
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援

わ
が
国
の
企
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
の
進
展
と
い
っ
た
環
境
の
変
化
に
加
え
、
雇
用
・
就
労
形
態

の
多
様
化
、
働
く
人
た
ち
の
価
値
観
の
変
化
に
も
直
面
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
厳
し
い
企
業
競
争
を
勝
ち
抜
い
て
い
く
た

め
に
は
、
自
ら
主
体
的
に
考
え
行
動
で
き
る
「
自
律
型
人
材
」
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
・
経
済
の
急
速
な
発
展
に
伴
っ
て
、
企
業
が
必
要

と
す
る
能
力
は
年
々
変
化
し
て
お
り
、
変
化
に
対
応
し
得
る
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
今
後
企
業
が
め
ざ
す
べ
き
方
向
と
し
て
、
従
来
の
企

業
主
導
の
「
一
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
か
ら
、
個
人
に
焦
点
を

当
て
た
「
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
支
援
の
仕
組
み
へ
と
転
換

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

企
業
と
し
て
は
、
従
業
員
に
自
律
を
促
し
て
い
く
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
や
適
性
、
意
思
と
意
欲
に
応
じ
た
自
己
選
択
型
の
メ

ニ
ュ
ー
を
策
定
す
る
な
ど
、
多
様
な
教
育
訓
練
の
機
会
を
提
供
し
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
積
極
的
に
進
め
る
姿
勢
が
欠
か
せ
な
い
。

■
変
革
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
志
向
へ
の
意
識
改
革

激
変
期
に
あ
っ
て
は
、
過
去
の
前
例
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
踏
襲
し
た

仕
事
の
や
り
方
、
安
定
志
向
的
な
考
え
方
で
は
、
企
業
も
従
業
員

個
々
人
も
生
き
残
っ
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
。
安
定
志
向
か
ら
脱

却
し
、
個
々
人
自
ら
が
向
上
、
変
革
し
て
い
く
気
概
を
持
つ
、
意

識
改
革
に
溢
れ
た
社
内
風
土
や
職
場
づ
く
り
が
重
要
に
な
る
。

一
方
、
従
業
員
に
は
創
造
性
を
発
揮
し
、
自
ら
課
題
を
発
見
し

解
決
す
る
能
力
、
国
際
社
会
に
通
用
す
る
幅
広
い
教
養
と
語
学
力

な
ど
、「
人
材
力
の
向
上
」
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

大
切
な
こ
と
は
、
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
柔
軟
性
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
培
う
と
と
も
に
、
問
題
の
本
質
を
つ
か
ん
だ
上
で
、

迅
速
に
行
動
し
、
価
値
創
造
、
事
業
革
新
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

■
人
材
育
成
に
お
け
る
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

企
業
に
と
っ
て
は
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
人
材
力
の
質
的

水
準
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
従
業
員
が
自
ら
の
成
長
を
実
感

し
、
そ
の
企
業
で
雇
用
さ
れ
る
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
を
感
じ
る
よ

う
な
組
織
・
風
土
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
発

展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
際
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
次
の
４
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

１
�「
組
織
と
個
人
の
視
点
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」

２
�
企
業
の
経
営
方
針
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
、
従
業
員
に

そ
の
趣
旨
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
「
ト
ッ
プ
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
」

３
�
ト
ッ
プ
と
自
律
型
人
材
と
の
接
点
と
な
る
管
理
職
層
、
お
よ

び
各
階
層
に
お
け
る
「
変
革
型
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
活
用
」

４
�
働
く
人
々
の
価
値
観
や
就
労
観
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、

新
た
な
「
職
場
の
和
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
を
再
構
築
」

春
季
労
使
交
渉
総
括
／
業
績
は
賞
与
・
一

時
金
に
反
映

―
賃
金
中
心
の
交
渉
か
ら
労
働
条
件
な
ど

働
き
方
を
考
え
る
場
へ
確
か
な
一
歩

日
本
経
団
連
は
毎
年
、
そ
の
年
の
春
季
労
使
交
渉
の
回
答
・
妥

結
結
果
を
大
手
企
業
・
中
小
企
業
別
に
集
計
し
て
い
る
。
今
年
も
、

大
手
企
業
に
つ
い
て
は
６
月
、
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
７
月
に
最

終
集
計
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
の
春
季
労
使
交
渉
を
総
括

す
る
。

日
本
経
済
は
総
じ
て
回
復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、
地
域
や
業
種
、

企
業
ご
と
に
そ
の
回
復
度
合
い
に
差
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
日
本
経
団
連
は
「
２
０
０
６
年
版
経
営
労
働
政

策
委
員
会
報
告
（
経
労
委
報
告
）」（
１
月
１
日
号
既
報
）
に
お
い

て
、
横
並
び
に
よ
る
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
は
も
は
や
あ
り
得
ず
、

賃
金
問
題
は
中
長
期
的
な
見
通
し
に
よ
る
経
営
判
断
を
踏
ま
え
、

自
社
の
支
払
能
力
と
総
額
人
件
費
管
理
の
観
点
か
ら
、
個
別
労
使

が
十
分
に
話
し
合
っ
て
決
め
る
と
の
原
則
に
立
ち
返
る
こ
と
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。
つ
ま
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
速
な
進
展
に

よ
っ
て
国
際
競
争
が
激
化
し
、
先
行
き
不
透
明
感
が
強
ま
る
中
、

企
業
労
使
は
「
個
別
企
業
」「
個
別
労
使
」
の
実
情
を
よ
り
意
識

し
た
交
渉
を
行
い
、
自
社
に
と
っ
て
最
適
な
着
地
点
を
見
つ
け
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
短
期
的
な
成
果
は
賞

与
・
一
時
金
へ
の
反
映
を
労
使
で
協
議
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
、
今
年
の
春
季
労
使
交
渉
に
お
け
る
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス

と
し
て
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
労
働
組
合
の
賃
金
要
求
を
み
る
と
、「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」

の
文
字
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、「
賃
金
改
善
」
や
「
定
期
昇
給

分
（
賃
金
体
系
維
持
分
）」、
さ
ら
に
は
「
要
求
な
し
」
と
い
う
組

合
も
あ
る
な
ど
、
要
求
段
階
か
ら
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
労
働
組
合
の
要
求
に
対
す
る
経
営
側
の
回
答
や
妥
結
内
容

も
、
賃
金
改
善
要
求
に
応
じ
た
企
業
も
あ
れ
ば
、
定
期
昇
給
分（
賃

金
体
系
維
持
分
）
の
み
と
回
答
し
た
企
業
、
福
利
厚
生
に
関
す
る

原
資
を
引
き
上
げ
る
と
の
回
答
を
示
し
た
企
業
、
労
使
協
議
の
場

あ
る
い
は
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
継
続
協
議
す
る
と
い
う
企
業

も
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

賃
上
げ
に
関
す
る
妥
結
結
果
の
最
終
集
計
（
日
本
経
団
連
調
べ
、

全
産
業
、
加
重
平
均
）
を
み
る
と
、
大
手
企
業
の
妥
結
額
平
均
は

５
８
１
３
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
７６
％
、
中
小
企
業
の
妥
結
額
平
均

は
３
９
０
１
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
５４
％
で
、
大
手
企
業
、
中
小
企

業
い
ず
れ
も
５
年
連
続
し
て
、
大
手
企
業
は
５
千
円
台
、
中
小
企

業
は
３
千
円
台
で
推
移
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。
一
方
、
今
年
の
夏
季
賞
与
・
一
時
金
の
大
手
企
業
の
妥

結
結
果
（
日
本
経
団
連
調
べ
、
全
産
業
、
加
重
平
均
）
は
８８
万
３

６
９
５
円
、
前
年
夏
季
比
２
・
８６
％
で
、
金
額
と
し
て
は
３
年
連

続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
社
の
状
況

を
踏
ま
え
た
交
渉
を
行
っ
た
結
果
、
賃
金
水
準
の
底
上
げ
を
意
味

す
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
あ
る
い
は
賃
金
改
善
を
実
施
し
な
か
っ
た
企

業
労
使
が
大
多
数
を
占
め
る
と
と
も
に
、
業
績
は
賞
与
・
一
時
金

に
反
映
し
て
従
業
員
に
報
い
る
と
の
考
え
が
定
着
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

賃
金
以
外
の
項
目
で
は
、
�
育
児
・
介
護
支
援
策
あ
る
い
は
高

齢
者
の
再
雇
用
制
度
の
拡
充
�
現
行
の
休
暇
・
休
職
制
度
に
お
け

る
取
得
目
的
へ
の
不
妊
治
療
の
追
加
�
健
康
管
理
や
体
力
づ
く
り

に
関
す
る
労
使
の
専
門
委
員
会
の
設
置

な
ど
、
従
業
員
の
働

き
方
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
労
使
合
意

に
至
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
春
季
労

使
交
渉
は
、
賃
金
中
心
の
交
渉
か
ら
、
労
働
条
件
や
働
き
方
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
る
場
へ
と
着
実
に
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
今
年
の
春
季
労
使
交
渉
は
、
そ
の
確
か
な
一
歩

を
記
し
た
と
い
え
よ
う
。

０６
年
夏
季
賞
与
・
一
時
金
大
手
最
終
集
計

―
１
９
６
社
妥
結
額
平
均
、
８８
万
３
６
９

５
円
、
前
年
夏
季
比
は
２
・
８６
％

日
本
経
団
連
が
７
月
２０
日
に
発
表
し
た
「
２
０
０
６
年
夏
季
賞

与
・
一
時
金
大
手
企
業
妥
結
結
果
（
加
重
平
均
）」（
最
終
集
計
）

に
よ
る
と
、
調
査
対
象
（
従
業
員
５
０
０
人
以
上
、
２２
業
種
２
８

８
社
）
の
８５
・
１
％
に
当
た
る
２
４
５
社
が
妥
結
し
て
お
り
、
こ

の
う
ち
、
平
均
額
が
わ
か
っ
て
い
る
１
９
６
社
の
妥
結
額
平
均
は

８８
万
３
６
９
５
円
、
前
年
夏
季
比
２
・
８６
％
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
今
回
の
集
計
結
果
を
前
年
夏
季
の
最
終
集
計
結
果

（
２
０
３
社
、
８５
万
９
０
９
７
円
）
と
比
べ
る
と
２
万
４
５
９
８

円
増
と
な
っ
て
お
り
、
金
額
は
３
年
連
続
し
て
過
去
最
高
を
更
新

し
た
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
１
５
９
社
の
妥
結

額
平
均
は
９０
万
２
４
９
５
円
、
前
年
夏
季
比
４
・
３５
％
で
、
前
年

夏
季
の
最
終
集
計
結
果
（
８６
万
４
８
３
４
円
）
を
３
万
７
６
６
１

円
上
回
っ
て
お
り
、
４
年
連
続
で
過
去
最
高
額
を
更
新
。
一
方
、

非
製
造
業
３７
社
の
妥
結
額
平
均
は
８４
万
１
４
１
０
円
、
前
年
夏
季

比
マ
イ
ナ
ス
０
・
４６
％
で
、
前
年
夏
季
の
最
終
集
計
結
果
（
８４
万

５
３
２
８
円
）
と
比
べ
る
と
３
９
１
８
円
減
で
は
あ
る
も
の
の
、

水
準
と
し
て
は
過
去
３
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

妥
結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
９０
万
円
以
上
」（
３２
社
、
１８
・
２

％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
６５
万
円
〜
７０
万
円
未
満
」（
２９
社
、

１６
・
５
％
）、「
７０
万
円
〜
７５
万
円
未
満
」（
２２
社
、
１２
・
５
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、「
４０
万
円
未
満
」
で
の
妥
結
は
な
か

っ
た
。

ア
ッ
プ
率
の
分
布
で
最
も
多
い
の
は
、「
０
・
０
〜
２
・
０
％

未
満
」（
３５
社
、
２０
・
２
％
）
で
、
以
下
「
１０
・
０
％
以
上
」（
３４

社
、
１９
・
７
％
）、「
２
・
０
〜
４
・
０
％
未
満
」（
２０
社
、
１１
・

６
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
夏
季
比
プ
ラ
ス
で
妥
結
し
た
企
業

が
多
く
み
ら
れ
る
一
方
、
前
年
夏
季
と
比
べ
て
マ
イ
ナ
ス
で
妥
結

し
た
企
業
も
４７
社
、
２７
・
２
％
あ
っ
た
。

提
言「
我
が
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

公
表

―
企
業
の
実
態
を
踏
ま
え
提
示

昨
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
不
祥
事
の
発
生
を
背
景
に
、
政
府
・

与
党
な
ら
び
に
証
券
取
引
所
を
は
じ
め
、
各
界
に
お
い
て
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
種
々
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
議
論
の
一
部
に

は
、「
米
国
型
の
制
度
を
我
が
国
に
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
導
入
す
べ

き
で
あ
る
」
と
い
っ
た
日
米
両
国
の
文
化
や
風
土
の
違
い
な
ど
を

考
慮
し
て
い
な
い
短
絡
的
な
意
見
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
日
本
経
団
連
は
、
有
識
者
と
の
意
見
交
換
や
会
員
企

業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
も
と
に
、
企
業
の
実
態
を
踏
ま
え
、

我
が
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
方
を
整
理
し
、
２０
日
、「
我
が
国
に
お
け
る
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
提
言
を
取
り
ま
と
め
た
。
同
提
言
の
概
要
は
、
図
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

我が国における
コーポレート・ガバナンス制度のあり方について（概要）

▽近年、企業不祥事の発生を契機に、各界でコーポレート・ガバナンス（以下、ＣＧ）に関
する議論が活発化しているが、とかく目先の表面的な事象に捉われ、各国の文化、風土、
制度、商慣習、資本市場における取引実態等の違いを十分に認識しているとは考え難い議
論が行なわれがち

▽本来、企業の不正行為の防止ならびに競争力・収益力の向上という２つの視点を総合的に
捉え、長期的な企業価値の増大のための実効あるＣＧのあり方についての検討が重要

１．コーポレート・ガバナンスに関する取組み

�日本における取組み
�商法・会社法：一貫して監査制度を強化。監査役制度と委員会設置会社制度の選択制
�証券取引法：有価証券報告書におけるＣＧ情報の開示の義務化
�東証：上場会社ＣＧ原則の公表、ＣＧ報告制度の導入

→わが国では、上記のような制度改正を睨みつつ、企業自らが、様々な具体的取組みを実施

�諸外国における取組み
各国（米国、英国、ドイツ、フランス、ＯＥＣＤ）においても、ＣＧについて様々な取

組みが見られるが、国際的にコンセンサスを得られた具体的手法は存在せず、各国の事情
に応じて試行錯誤の段階

２．我が国のコーポレート・ガバナンス制度のあり方についての基本的考え方

�企業は、ＣＳＲを重視し、株主と同時に多様なステークホルダーに配慮した経営を行って
いく必要があり、企業が社会の公器としての役割を担っているとの視点を重視

�企業の取組みについて、特定の手法、仕組みを限定すべきではなく多様な取組みを尊重す
るとともに、各社が自社にとって有効と考える施策を機動的に導入できるよう柔軟性の高
い枠組みが必要

�形式ではなく、実質に着目して、実効性のある取組みを推進すべき
�政府や証券取引所がＣＧの具体的手法等を特定の方向に誘導すべきではなく、企業の具体
的な取組みに対する評価は市場による判断に委ねるべき

３．社外取締役の導入義務化、社外役員の独立性強化に対する考え方

社外取締役の導入義務化、社外役員の独立性強化には反対
�諸外国との制度等の相違を踏まえるべき
�監査役機能の強化、委員会設置会社制度の活用等の効果を見極めるべき
�社外監査役・社外取締役の適格性は、形式的な要件ではなく、総合的、実質的に判断すべき

―２０―
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七
月
一
六
日
〜
九
月
一
五
日

�音
�
埼
玉
音
協

◆
七
・
一
八

青
年
経
営
者
部
会
七
月

例
会
（
明
治
安
田
生
命
さ
い
た
ま
新

都
心
ビ
ル
）

◆
七
・
一
九

中
部
地
区
協
議
会
幹
事

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
第
二
四

期
担
当
者
養
成
講
座
第
六
講
（
同

右
）

◆
七
・
二
〇

北
部
地
区
協
議
会
幹
事

会
（
�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所
）

◆
七
・
二
六

第
二
七
次
小
笠
原
洋
上

研
修
第
一
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）、
経
営
実
務
セ
ミ
ナ
ー（
同

右
）

◆
七
・
二
七

南
部
地
区
協
議
会
幹
事

会
（
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
リ
リ

ア
）

◆
八
・
三

西
部
地
区
協
議
会
幹
事
会

（
�
丸
広
百
貨
店
）

◆
八
・
二
八

第
二
七
次
小
笠
原
洋
上

研
修
第
二
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
九
・
七

中
国
経
済
視
察
団
事
前
打

合
せ
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
八

労
務
管
理
講
座
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
す
。

『
労
災
保
険
』
と
は

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上

の
事
由
又
は
通
勤
に
よ
っ
て
、負
傷
・

疾
病
・
障
害
又
は
不
幸
に
し
て
死
亡

さ
れ
た
り
し
た
場
合
に
被
災
労
働
者

や
そ
の
遺
族
を
保
護
す
る
た
め
必
要

な
保
険
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
社
会
復
帰
へ
の
促
進
な
ど
、
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の

事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

『
雇
用
保
険
』
と
は

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し

た
場
合
及
び
労
働
者
に
つ
い
て
雇
用

の
継
続
が
困
難
と
な
る
事
由
が
生
じ

た
場
合
に
、
労
働
者
の
生
活
及
び
雇

用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
再
就

職
及
び
継
続
雇
用
を
促
進
す
る
た
め

必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
失
業
の
予
防
、
雇
用
構
造

の
改
善
等
を
図
る
た
め
の
事
業
も
行

っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
は
、
政
府
が
管

理
運
営
し
て
い
る
強
制
加

入
の
保
険
制
度
で
す
。

労
働
保
険
は
原
則
と
し
て
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
加
入

手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
業
主
が
故
意
又
は
重
大
な
過
失

に
よ
り
、
加
入
届
を
提
出
し
て
い
な

い
期
間
中
に
、
労
働
災
害
が
生
じ
労

災
保
険
の
給
付
を
行
っ
た
場
合
は
、

事
業
主
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
労
働
保

険
料
を
徴
収
す
る
ほ
か
、
労
災
保
険

の
給
付
に
要
し
た
費
用
の
全
部
又
は

一
部
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
よ
り
良
い
人
材
を
確
保
し
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
の

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
か
ら
も
、

労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
は
是
非

と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
ま
だ
、
加

入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、

是
非
加
入
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
手
続
指
導
及
び
加
入
勧
奨

活
動
に
よ
っ
て
も
、
自
主
的
な
加
入

手
続
き
を
と
ら
な
い
事
業
主
に
つ
い

て
は
、
職
権
に
よ
る
強
制
的
な
成
立

手
続
を
行
い
、
労
働
保
険
料
の
認
定

決
定
を
行
い
ま
す
。

制
度
の
内
容
、
加
入
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
労
働
基
準
監
督
署
・
公
共

職
業
安
定
所
又
は
埼
玉
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課
（
〇
四
八
―
六
〇
〇
―

六
二
〇
三
）
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

今
回
は
八
月
の
話
題
を
幾
つ
か
拾
っ
て
み

た
い
。
先
ず
は
、「
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
」、
そ
し
て
「
全
国
的
な
異

常
気
象
」
で
あ
る
。

全
国
四
千
百
十
一
校
参
加
し
た

高
校
球
児
が
集
う
甲
子
園
、
今
年

の
特
徴
は
大
量
得
点
と
逆
転
劇
の

多
さ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
傑
出

し
た
投
手
が
少
な
か
っ
た
と
も
言

え
る
し
、
大
型
選
手
が
多
く
な
り

そ
れ
に
連
れ
て
打
撃
も
強
力
に
な

っ
て
き
た
と
も
言
え
る
。
事
実
ホ

ー
ム
ラ
ン
の
数
（
六
十
本
）
を
み

て
も
わ
か
る
。

そ
ん
な
中
で
、
早
稲
田
実
業
の

斉
藤
投
手
と
駒
大
苫
小
牧
の
田
中

投
手
の
存
在
が
際
立
っ
て
い
た
。

あ
の
野
球
に
か
け
た
情
熱
と
マ

ナ
ー
を
今
後
も
持
ち
続
け
て
欲
し

い
と
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

昔
か
ら
「
好
き
こ
そ
も
の
の
上

手
な
れ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

好
き
だ
か
ら
こ
そ
、
苦
し
い
こ
と
に
も
耐
え

続
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
優
勝
は
早
実
だ
っ
た
が
ゲ
ー
ム

終
了
後
の
両
チ
ー
ム
の
爽
や
か
さ
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。

故
郷
の
選
手
を
迎
え
る
歓
迎
振
り
も
素
晴

し
く
、
今
年
の
高
校
球
児
は
国
中
の
暑
さ
を

も
吹
き
飛
ば
す
爽
快
さ
を
も
た
ら
し
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
の
念
で
一
杯
で
あ
る
。

企
業
も
こ
の
高
校
球
児
を
見
習
っ
て
何
か

企
業
魅
力
を
見
出
し
て
、
そ
れ
ら
に
邁
進
で

き
る
若
い
人
材
を
是
非
育
て
て
欲
し
い
。

一
方
で
、
今
年
は
全
国
的
に
異
常
気
象
で

早
く
か
ら
台
風
に
見
舞
わ
れ
、
風
水
害
が
発

生
し
て
い
る
。

や
は
り
、
地
球
の
温
暖
化
が
原
因
な
の
で

あ
ろ
う
か
。

も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
原
因
を
創

り
出
し
た
の
は
我
々
人
間
な
の
で
あ
る
か
ら
、

仕
方
な
い
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
度
原
点
に
戻
り
、
現
在

の
近
代
的
な
生
活
や
企
業
環
境
な

ど
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

旧
江
戸
川
で
の
送
電
線
事
故
で

多
く
の
企
業
や
交
通
機
関
、
家
庭

で
停
電
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
た

が
、
同
様
な
現
象
が
こ
の
温
暖
化

で
自
然
現
象
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
、

近
代
化
し
た
現
在
の
生
活
に
多
大

な
非
常
事
態
が
、
そ
う
遅
く
な
い

時
期
に
起
こ
る
こ
と
は
十
分
に
想

像
出
来
そ
う
で
あ
る
。

所
詮
人
間
は
弱
い
動
物
で
あ
り
、

ど
ん
な
に
科
学
が
発
達
し
て
も
自

然
現
象
に
は
勝
て
っ
こ
な
い
。

最
後
は
、「
苦
し
い
時
の
神
頼

み
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
弱
い
人
間
を
強
く
し
て

く
れ
る
の
は
、「
人
間
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
し
か
な
い

よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
と
れ
て

い
な
い
の
が
今
の
わ
が
国
で
あ
る
。

家
庭
教
育
・
学
校
教
育
・
企
業
教
育
に
地

域
教
育
な
ど
を
加
え
、「
真
の
教
育
の
あ
り

方
」
を
考
え
て
み
る
時
期
に
わ
が
国
も
直
面

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
な
ら

な
い
。

事
業
だ
よ
り

第１５３回
企業存続の岐路はここに

エッセイスト 和 宮 英 之

十十十十十十
月月月月月月
はははははは「「「「「「
労労労労労労
働働働働働働
保保保保保保
険険険険険険
適適適適適適
用用用用用用
促促促促促促
進進進進進進
月月月月月月
間間間間間間
」」」」」」でででででで
すすすすすす
。。。。。。

埼
玉
労
働
局
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★
第
２７
次
小
笠
原
洋
上
研
修
船
内
、島
内
研
修

日
時

１０
月
５
日
�
〜
１０
日
�

５
泊
６
日

会
場

お
が
さ
わ
ら
丸
・
父
島

内
容

出
航
式
、研
修
１５
単
位
、ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
、現
地
交
歓
会
、課
外
活
動
ほ
か

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ
１１
名

★
同
右
第
４
回
集
合
研
修

日
時

１１
月
２
日
�

９
時
３０
分
〜
１７
時
３０

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

内
容

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
通
信
教
育

修
了
式
、
研
修
修
了
式

講
師

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
労
務
委
員
会

日
時

１０
月
６
日
�

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０

分

会
場

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ

さ
い
た
ま

内
容

事
例
発
表
・
二
〇
〇
七
年
問
題
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
・
埼
玉

県
の
支
援
体
制

講
師

東
京
電
力
�
埼
玉
支
店
総
務
人
事
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

栗
原
健
氏
、

埼
玉
県
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ

ン
タ
ー

島
村
道
雄
氏
、
埼
玉
県
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
課
長

真
下
幸
子

氏

★
西
部
地
区
協
議
会

日
時

１０
月
１６
日
�

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０

分

会
場

明
治
製
菓
�
関
東
工
場

内
容

会
社
及
び
工
場
概
要
説
明
、
工
場
製

造
ラ
イ
ン
見
学
、
講
演

★
給
与
計
算
と
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１１
月
７
日
�

９
時
３０
分
〜
１９
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０１
研
修
室

内
容

給
与
計
算
の
基
礎
知
識
、
給
与
計
算

と
労
働
基
準
法
、
給
与
計
算
と
社
会

保
険
、
給
与
計
算
に
必
要
な
源
泉
徴

収
の
知
識
と
徴
収
事
務
の
す
す
め
方
、

年
末
調
整
の
進
め
方
と
ポ
イ
ン
ト

〈
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
〉、
年
調
定
率

減
税
の
し
か
た

講
師

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
・

セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

土
屋
彰

氏Ｙ
Ｆ
Ｐ
総
合
会
計

代
表
取
締
役

山
田
邦
昭
氏

★
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
に
基
づ
く
セ

ミ
ナ
ー

日
時

１１
月
１５
日
�

１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０４
研
修
室

内
容

シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
の
活
用
が
会
社
の
将

来
を
決
め
る
―
再
雇
用
者
を
人
財
化

す
る
シ
ス
テ
ム
（
環
境
）
づ
く
り
の

提
言
―

講
師

	
ケ
イ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
代
表
取
締

役

藤
沼
健
一
氏

★
第
１７
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

日
時

１１
月
１５
日
�

８
時
３５
分

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
豊
岡
コ
ー

ス

競
技
方
法

原
会
長
杯
争
奪
ダ
ブ
ル
リ
ペ
ア

方
式
１８
Ｈ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
デ
イ

代
表
取
締
役
執
行
役
員
社
長

古
川

陽

北
本
市
朝
日
一
―
二
四
三

〇
四
八
―
五
九
三
―
一
一
一
一

（
資
）
六
十
三
億
四
千
七
百
七
十
五
万
円

（
従
）
三
八
〇
名

計
測
機
器
の
開
発
・
製
造
・
販
売

〈
代
表
者
変
更
〉

共
和
真
空
技
術
�

取
締
役
社
長

森
下

晋
（
旧

奥
澤
良
則
）

積
水
ハ
ウ
ス
�
埼
玉
支
店

支
店
長

佐
藤
満
長
（
旧

戸
嶋
猛
雄
）

電
元
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
�

取
締
役
社
長

土
屋
秀
邦
（
旧

松
田
尚
徳
）

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
埼
玉
本
社

代
表
取
締
役
副
社
長

藤
田
淑
郎
（
旧

深
井

慎
）

〈
社
名
変
更
〉

ツ
バ
キ
山
久
チ
エ
イ
ン
�
久
喜
工
場

（
旧

山
久
チ
エ
イ
ン
�
久
喜
工
場
）

〈
住
所
変
更
〉

東
武
食
品
サ
ー
ビ
ス
�

豊
島
区
西
池
袋
一
―
一
〇
―
一
〇

東
武
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
６
Ｆ

（
旧

板
橋
区
板
橋
二
―
四
―
一
）

�
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
ン
ド

新
宿
区
新
宿
三
―
三
七
―
一
一

安
与
ビ
ル
４
Ｆ

（
旧

新
宿
区
高
田
馬
場
二
―
一
四
―
九
）

飯
塚
直
次
氏
が
逝
去

本
会
の
副
会
長
で
あ
っ
た
飯
塚
直
次
氏
が
八
月
六

日
、
腎
不
全
の
た
め
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
川
口
市
に

居
住
さ
れ
、
享
年
九
九
歳
。

故
飯
塚
氏
は
実
兄
の
孝
司
氏
と
と
も
に
昭
和
二
三

年
埼
玉
紡
績
�
（
現
在
サ
イ
ボ
ー
�
）
を
設
立
し
て

専
務
に
就
任
、
社
長
、
会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
の
副
会
長
は
平
成
五
年
か
ら
同
九
年
ま
で
務

め
ら
れ
、
本
会
は
も
と
よ
り
県
経
済
社
会
の
発
展
に
力
を
発
揮
さ
れ
、
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

生
前
の
ご
功
労
に
深
謝
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版
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玉
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♪埼玉音協主催

小小原原孝孝ピピアアノノココンンササーートト
“逢えてよかったね”

平成18年11111111112222222222月月月月月月月月11111111115555555555日日日日日日日日��������
18 : 00開場 18 : 30開演

会場／大大大大大大大大大宮宮宮宮宮宮宮宮宮ソソソソソソソソソニニニニニニニニニッッッッッッッッックククククククククシシシシシシシシシテテテテテテテテティィィィィィィィィ・・・・・・・・・小小小小小小小小小ホホホホホホホホホーーーーーーーーールルルルルルルルル
会費／333333333,,,,,,,,,555555555000000000000000000円円円円円円円 （全席指定・税込）

＊一般販売価格は4,000円になります。
＊予定演奏曲：逢えてよかったね、こぶとり、人形の舞曲／ショスタコーヴィツ、

ポロネーズ／ショパン、生「弾き語りフォーユー」コーナーなど

―２２―


